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公家行列に初参加 

今
月
の
主
な
内
容 
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五
月
三
日
に
行
わ
れ
た
第
十
九
回
土
佐

一
條
公
家
行
列
に
童
（
わ
ら
べ
）
役
と
し
て

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。 

　
市
挙
げ
て
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
は
初
め
て
で
す
が
、み
ん
な
よ
く
が
ん
ば

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
様
々
な
経
験
を
通
し
て
成
長
し
、

四
万
十
市
の
将
来
を
担
う
こ
と
と
な
る
子

ど
も
た
ち
は
市
民
に
と
っ
て
の
宝
物
で
す
。 

　
こ
の
夢
や
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
子
ど
も

た
ち
を
地
域
が
一
丸
と
な
り
大
切
に
育
て

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
こ
の
ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
。 

平
成
22
年
国
勢
調
査
　
調
査
員
募
集 

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

特
集『
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
ま
ち
』 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ 

子
ど
も
手
当
の「
現
況
届
」提
出 

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
・
課
税
限
度
額 

第
16
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 
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　平成22年10月１日現在で、全国一斉に国勢調査が実施されます。市では調査を円滑に実施するため、
調査員として従事していただける人を募集します。皆さまのご協力をお願いします。 
　今回の調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を
考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。 
　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。 
　９月下旬、調査員が調査票を持ってうかがいますのでご協力をお願いします。 

●応 募 要 件 
　・20歳以上の健康で、税務・警察・選挙に直接関係のない人 
　・調査で知り得た内容の秘密保護ができ、責任をもって調査ができる人 
 
●応 募 人 数　約２５０人 
 
●報酬予定額　（交通費などの諸経費含む） 
　１調査区（おおむね50世帯）　担当の場合　３～５万円 
　２調査区（おおむね100世帯）担当の場合　５～８万円 
　　※最終的な調査世帯数などにより異なります。 
 
●身　　　分　総務大臣が任命する非常勤の国家公務員 
 
●任 命 期 間（予定）　８月下旬～10月下旬 （２ヶ月間程度） 
 
●主な仕事の内容 
　・調査員事務説明会への出席 （８月下旬～９月中旬） 
　・担当調査区内の地図と名簿の作成 
　・調査の依頼と調査票の配布・回収 
　・調査票未提出世帯の訪問回収 
　・回収した調査票の整理と市への提出 （10月下旬） 
 
●17年国勢調査との主な変更点 
　・調査票は封筒に入れ、封をした状態で回収します。 
　　（調査員が開封して点検はしません） 
　・調査票の提出方法は調査員に提出するか、市役所に郵送提出するか世帯が選択します。 
 
●応募方法 
　次のいずれかの方法により左記まで提出してください。 
　【持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメール】 
　　市役所企画広報課、支所総務課で配布する申込用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。 
　　申込用紙は市ホームページからもダウンロードできます。 
　【電子申請】 
　　市ホームページからアクセスし、応募専用入力フォームに必要事項を入力して申請してください。 
 
●選考方法 
　申込時または後日、日程調整のうえ簡単な面接を行います。 
　※調査の際に携行が義務付けられている「調査員証」に貼付する写真を、面接の際に撮影しますので、 
　　ご了承ください。（採用の可否にかかわらず撮影します） 
 
●応募期限　６月30日（水） 

●平成22年国勢調査  調査員募集 

国勢調査 
● 問い合わせ・提出先 ● 

 
中 村 地 域： 
（本　　庁）企画広報課　広報公聴係　�（３４）１８１０ 
西土佐地域： 
（総合支所）総  務  課　地域振興係　�（５２）１１１１ 
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情
報
掲
示
板 

４
月
16
日
〜
５
月
15
日 

４
月
16
日
　
日
赤
社
資
四
万
十
市
地
区
目
標
設
定
会
議 

　
　
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

19
日
　
国
道
四
四
一
号
道
路
整
備
県
土
木
部
要
望 

　
　
　
国
道
四
三
九
土
砂
崩
れ
に
伴
う
富
山
地
区

　
　
　
生
活
支
援
連
絡
会
議 

20
日
　
市
政
懇
談
会（
藤
ノ
川
分
館
） 

22
日
　
網
代
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式 

23
日
　
国
道
四
四
一
号
道
路
整
備
国
交
省
四
国
地

　
　
　
方
整
備
局
要
望（
高
松
市
） 

24
日
　
四
万
十
川
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

25
日
　
中
筋
分
団
消
防
自
動
車
入
魂
式 

26
日
　
臨
時
議
会 

27
日
　
設
備
協
会
要
望
受 

　
　
　
西
土
佐
地
域
区
長
会 

　
　
　
本
村
小
学
校
を
守
る
会
と
の
懇
談
会 

　
　
　
市
政
懇
談
会（
権
谷
分
館
） 

28
日
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会 

30
日
　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
総
会 

５
月
１
日
　
西
土
佐
中
国
友
好
訪
問（
〜
５
日
） 

６
日
　
新
庁
舎
業
務
開
始 

　
　
　
し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
総
会 

７
日
　
深
木
地
区
要
望
受
、教
育
委
員
と
の
懇
談
会 

　
　
　
市
政
懇
談
会（
本
村
分
館
） 

９
日
　
四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
公
式
戦

　
　
　
始
球
式（
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
） 

　
　
　
赤
松
町
こ
ど
も
祭
り 

10
日
　
新
規
採
用
職
員
と
の
意
見
交
換
会 

11
日
　
大
川
筋
区
長
会
要
望
受 

　
　
　
大
用
小
中
学
校
訪
問 

　
　
　
市
政
懇
談
会（
西
ケ
方
分
館
） 

12
日
　
県
議
会
企
画
建
設
委
員
会
へ
の
要
望 

　
　
　
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問 

13
日
　
四
国
市
長
会
議（
徳
島
県
吉
野
川
市
） 

14
日
　
四
万
十
川
流
域
総
合
保
全
機
構
総
会 

        

　
そ
こ
は
旧
満
州
の
最
奥
地
で
あ
っ
た
。 

　
五
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、西
土
佐
日
中
友

好
訪
問
で
旧
満
州
大
清
溝
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。目
的
は
大
清
溝
江
川

開
拓
団
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊
で
す
。 

　
太
平
洋
戦
争
下
、国
は
満
州
開
拓
団
を
重
点

的
に
送
り
出
す
特
別
指
導
郡
を
全
国
に
十
二
、

四
国
で
は
幡
多
郡
を
指
定
し
、北
幡
に
指
導
が

集
中
。
昭
和
十
七
年
、
江
川

村
は
先
頭
を
切

っ
て
村
を
分
け
る「
分
村
移
民
」を
断
行
。大
陸

に
渡
っ
た
総
勢
百
十
八
戸
、四
百
二
十
九
人
の

う
ち
敗
戦
後
の
困
難
な
引
き
揚
げ
の
中
で
七

割
以
上
の
方
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。　
　 

　
西
土
佐
村
で
は
日
中
国
交
回
復
後
、昭
和
五

十
九
年
か
ら
慰
霊
訪
中
団
を
派
遣
し
て
お
り
、

今
回
が
六
度
目
。四
万
十
市
長
と
し
て
同
行
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。　 

　
一
日
目
。一
行
十
二
人
は
関
西
空
港
か
ら
遼

寧
省
の
首
都
瀋
陽
市
へ
。
二
時
間
半
。
日
本
人

に
は
旧
名
奉
天
の
ほ
う
が
な
じ
み
深
い
。中
国

で
人
口
五
番
目
の
重
化
学
工
業
都
市
だ
が
、メ

ー
デ
ー
三
連
休
で
静
か
。バ
ス
で
隣
の
炭
鉱
の

町
撫
順
に
移
動
。飢
餓
と
病
気
に
よ
り
引
揚
者

収
容
所
で
二
百
三
十
七
名
と
い
う
最
大
の
犠

牲
者
を
出
し
た
と
こ
ろ
。旧
工
業
学
校
で
あ
っ

た
収
容
所
跡
地
を
訪
ね
慰
霊
の
ロ
ー
ソ
ク
と

線
香
を
焚
く
。露
天
掘
り
の
大
山
炭
鉱
を
の
ぞ

き
な
が
ら
引
き
返
し
、瀋
陽
泊
。 

　
二
日
目
。
吉
林
省
長
春
市
へ
。
列
車
で
二
時

間
。窓
の
外
に
黒
い
大
地
が
続
く
。山
が
な
い
。

長
春（
旧
新
京
）は
旧
満
州
国
時
代
の
首
都
。旧

政
府
や
関
東
軍
本
部
、満
鉄
な
ど
の
建
物
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。こ
こ
か
ら
開
拓
団
の
あ

っ
た
樺
甸
市
大
清
溝
ま
で
は
車
で
行
く
し
か

な
い
。途
中
の
市
の
中
心
部
ま
で
約
三
百
キ
ロ
、

四
時
間
バ
ス
を
走
ら
せ
る
。見
渡
す
限
り
平
原

と
丘
陵
。
一
面
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
。
種
ま
き
作

業
中
だ
。遠
く
に
野
火
が
立
つ
。樺
甸
泊
。　 

　
三
日
目
。
大
清
溝
を
め
ざ
す
。
バ
ス
で
さ
ら

に
九
十
キ
ロ
、
一
時
間
半
。
松
花
江
を
渡
っ
た

あ
た
り
か
ら
山
が
迫
っ
て
く
る
。北
朝
鮮
に
つ

な
が
る
長
白
山
系
、日
本
の
高
原
の
よ
う
な
景

色
だ
。大
清
溝
と
は
開
拓
団
が
つ
け
た
地
名
で

あ
り
、
い
ま
の
地
図
に
は
な
い
。
現
地
名
は
松

花
江
の
支
流
木
箕
江
に
沿
っ
た
暖
木
条
子
、

腰
甸
子
、下
帽
児
、荒
溝
の
四
集
落
だ
。 

　
開
拓
団
は
現
地
人
で
す
ら
入
植
し
よ
う
と

し
な
か
っ
た
未
開
の
奥
地
を
開
墾
。
役
場
（
団

本
部
）、学
校
、診
療
所
、神
社
も
で
き
た
。北
海

道
の
旭
川
と
同
じ
緯
度
で
あ
り
、農
作
業
が
で

き
た
の
は
五
月
か
ら
十
月
ま
で
。半
年
は
雪
と

氷
に
閉
ざ
さ
れ
、零
下
三
十
度
を
超
え
た
。 

　
い
ま
で
は
国
道
は
舗
装
さ
れ
、車
も
行
き
交

う
。し
か
し
、一
歩
集
落
内
に
入
れ
ば
、人
間
は

牛
馬
と
同
居
し
て
い
る
。
道
は
泥
ん
こ
、
牛
馬

の
糞
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
落
ち
異
臭
を
放
っ

て
い
る
。
家
の
垣
根
も
板
を
立
て
た
だ
け
。
テ

レ
ビ
な
ど
電
化
製
品
が
あ
る
家
は
一
部
の
よ

う
だ
。馬
車
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
人
間
を
一
緒
に

乗
せ
て
走
る
風
景
。自
分
が
子
供
の
こ
ろ
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
。 

　
こ
れ
ま
で
の
訪
問
で
な
じ
み
の
人
も
多
く
、

家
か
ら
写
真
を
持
ち
出
し
て
き
て
話
が
は
ず

む
。こ
こ
ら
は
日
本
人
が
最
初
に
開
拓
を
し
た

こ
と
を
み
ん
な
知
っ
て
お
り
友
好
的
だ
。当
時

の
学
校
寄
宿
舎
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、診

療
所
に
使
わ
れ
て
い
た
。 

　
い
ま
の
日
本
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
都
市

部
と
昭
和
三
十
年
代
（
戦
前
か
も
）
の
よ
う
な

農
村
風
景
。違
う
の
は
農
村
に
若
者
や
子
供
が

多
い
こ
と
。農
村
重
視
こ
そ
中
国
の
底
力
だ
ろ

う
。
四
集
落
そ
れ
ぞ
れ
畑
の
片
隅
で
慰
霊
。
夜

も
ホ
テ
ル
の
一
室
で
慰
霊
。樺
甸
泊
。 

　
四
日
目
。同
じ
樺
甸
市
内
の
廟
嶺
を
初
め
て

訪
問
。引
き
揚
げ
途
中
合
流
し
た
京
都
開
拓
団

の
拠
点
で
あ
っ
た
場
所
だ
。
開
拓
は
侵
略
。
現

地
人
の
襲
撃
に
あ
い
、最
初
の
犠
牲
者
十
六
人

を
出
し
た
。過
去
の
訪
中
で
は
反
日
感
情
に
配

慮
し
て
避
け
て
い
た
。地
名
が
変
わ
っ
て
い
る

た
め
あ
ち
こ
ち
バ
ス
を
走
ら
せ
て
、赤
い
夕
陽

が
沈
む
こ
ろ
や
っ
と
発
見
。川
に
花
束
と
ビ
ー

ル
を
流
し
、
念
願
を
果
た
す
。
暗
闇
の
道
を
四

時
間
引
き
返
し
、長
春
泊
。 

　
五
日
目
。長
春
空
港
か
ら
大
連
経
由
で
関
西

空
港
へ
。夜
八
時
、江
川

に
帰
る
。 

　
あ
っ
と
い
う
間
の
五
日
間
で
あ
っ
た
が
、ズ

シ
リ
と
心
に
重
い
旅
で
あ
っ
た
。 

　
戦
争
と
農
民
。開
拓
団
は
鍬
の
戦
士
で
あ
っ

た
。津
大
村
も
吉
林
省
飲
馬
河
に
開
拓
団
を
送

っ
て
い
る
。こ
の
歴
史
は
四
万
十
市
が
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
両
村
開
拓
団
の
記
録
は
今
回
も
団
長
役
で

引
率
し
て
く
だ
さ
っ
た
武
田
邦
徳
さ
ん（
西
ケ

方
）が
編
集
さ
れ
た『
さ
い
は
て
の
い
ば
ら
道
』

（
昭
和
六
十
一
年
、西
土
佐
村
刊
行
）に
詳
し
い
。 

大  
清  
溝 

ミ
ョ
ウ
レ
イ 

カ 

デ 

ン 

チ  

ム  

ホ
ウ 

ナ 

ム 

チ 

ョ 

ウ 

ズ 

ヨ
ウ
デ
ン 

ズ 

シ
ャ
モ
ウ
ル 

ホ
ア
ン
コ
ウ 

イ
ン  

バ  

ホ
ウ 
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― 
市
政
懇
談
会
で
の
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問 

― 

須　分館 須　分館 

開 催 日：５月１７日 

場  　所：集会所 

参 加 者：２１名 

下家地分館 下家地分館 

開 催 日：５月１９日 

場　  所：集会所 

参 加 者：１９名 

口屋内分館 口屋内分館 

開 催 日：５月２４日 

場　  所：公民館 

参 加 者：７名 

権谷分館 権谷分館 

開 催 日：４月２７日 

場　  所：集会所 

参 加 者：１１名 

本村分館 本村分館 

開 催 日：５月７日 

場　  所：集会所 

参 加 者：２８名 

西ケ方分館 西ケ方分館 

開 催 日：５月１１日 

場　  所：集会所 

参 加 者：２４名 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　 (

総
合
支
所) 

総
務
課
　
地
域
振
興
係
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

　
　
国
道
四
四
一
号
線
改
良
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。 

 

　
　
四
月
、網
代
ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
し
た
。内
部
の
整
備
に
あ

と
二
年
、そ
の
一
年
後
に
は
橘
の
橋
も
完
成
す
る
。さ
ら
に
岩

間
か
ら
口
屋
内
間
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、国
の
直
轄
事
業

と
し
て
、早
急
に
着
手
す
る
よ
う
引
き
続
き
強
力
に
要
望
し
て

い
る
。 

 

　
　
農
産
物
価
格
安
定
補
償
制
度
の
維
持
を
。 

 

　
　
西
土
佐
の
園
芸
を
育
て
、支
え
て
き
た
制
度
で
あ
り
、で

き
る
限
り
残
し
た
い
が
、財
源
の
問
題
や
中
村
地
域
と
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。こ
の
ま

ま
で
は
数
年
で
基
金
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、早
急
に
今
後
の

運
用
方
法
な
ど
も
含
め
た
抜
本
的
な
検
討
が
必
要
だ
。地
元
と

い
っ
し
ょ
に
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

　
　
道
の
駅
構
想
は
ど
う
進
め
る
か
。 

 

　
　
大
規
模
な
施
設
と
し
て
も
中
身
が
伴
わ
な
い
状
況
で
は

赤
字
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
や
土
地
の
問

題
な
ど
か
ら
、現
在
の
ふ
る
さ
と
市
を
拡
張
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。 

 

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

 

　
　
現
在
、製
材
業
者
と
森
林
組
合
と
の
連
携
で
事
業
導
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。そ
れ
が
ま
と
ま
り
、制
度

上
問
題
が
な
け
れ
ば
施
設
整
備
に
着
手
で
き
る
。で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
結
論
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
西
土
佐
地
域
の
対
象
地
域
は
。従
来
の

定
期
路
線
は
ど
う
な
る
の
か
。 
 

　
　
西
土
佐
地
域
全
域
を
対
象
と
し
、定
期
路
線
は
廃
止
と
な

る
。た
だ
し
、江
川
　
か
ら
中
村
ま
で
の
幹
線
路
線
は
残
し
、日

曜
日
も
走
ら
せ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

　
　
市
職
員
の
中
か
ら
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
配
置
す
る

と
あ
る
が
、そ
の
対
象
地
区
は
。 

 

　
　
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、受
け
入
れ
体
制
が
出
来
て
い

る
地
区
の
中
か
ら
、本
年
度
は
、中
村
地
域
で
九
地
区
、西
土
佐

地
域
で
三
地
区
を
選
定
し
、試
行
的
に
配
置
す
る
。六
月
一
日

付
け
で
発
令
を
行
う
。 

 

　
　
学
校
再
編
の
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
の
か
。 

 

　
　
新
旧
の
教
育
委
員
会
が
通
算
四
回
の
説
明
会
、懇
談
会
を

開
い
て
出
し
た
結
論
で
あ
り
尊
重
し
た
い
。懇
談
会
に
は
市
長

も
同
行
し
た
が
、子
供
の
数
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
で
の
苦
渋
の
決
断
で
あ
る
。西
土
佐
は
従
来
か
ら
ま

と
ま
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
力
を
合
わ
せ
て
新
し
い
学

校
を
つ
く
る
こ
と
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
行
政
と

し
て
、地
域
が
さ
び
れ
な
い
よ
う
今
年
度
か
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
む
。 

 

　
　
休
校
舎
の
利
用
計
画
は
あ
る
の
か
。 

 

　
　
休
校
舎
利
活
用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、地
域
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
く
。地
域
の
案
を
で
き
る
か
ぎ
り

採
用
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。 

 

　
　
口
屋
内
地
区
の
冷
泉
施
設
が
ポ
ン
プ
の
故
障
に
よ
っ
て

使
用
不
能
と
な
っ
た
。修
繕
を
行
っ
た
う
え
で
、小
学
校
の
跡

地
へ
冷
泉
を
引
き
込
む
な
ど
、地
域
活
性
化
施
設
と
し
て
の
充

実
を
図
り
た
い
が
支
援
で
き
な
い
か
。 

 

　
　
法
的
な
問
題
点
の
整
理
を
含
め
活
用
計
画
を
も
う
少
し

具
体
化
し
た
う
え
で
、要
望
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
検
討
の
余
地

は
あ
る
。 

Ｑ 

Ｑ Ｑ 

Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 

Ｑ Ｑ 

Ａ 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

Ａ Ａ Ａ 
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情
報
掲
示
板 

四国西南サミット開催！  四国西南サミット開催！  

流域５市町の首長が勢ぞろい 流域５市町の首長が勢ぞろい －四万十川総合保全機構総会－ －四万十川総合保全機構総会－ 

　
５
月
17
日（
月
）に
新
庁
舎
で
四
国
西
南
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
は
高
知
県
の
３
市

（
四
万
十
、宿
毛
、土
佐
清
水
）と
愛
媛
県
の
４
市

（
宇
和
島
、八
幡
浜
、大
洲
、西
予
）の
市
長
、市
議

会
議
長
で
構
成
す
る
会
議
で
、
全
国
的
に
み
て

地
理
的
条
件
な
ど
か
ら
、産
業
・
経
済
な
ど
恵
ま

れ
な
い
環
境
の
中
、
自
ら
の
知
恵
と
力
で
地
域

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
２
年
に
設
立
さ
れ
、
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。 

　
会
長
と
事
務
局
を
７
市
持
ち
回
り
で
担
当
し

て
お
り
、
当
市
で
の
開
催
は
合
併
前
の
平
成
16

年
度
以
来
で
、新
庁
舎
の
披
露
を
兼
ね
、新
庁
舎

内
の
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
会
議
は
午
前
中
に
前
年
度
の
事
業
報
告
、決
算
報
告
、本
年
度
の
事
業
計
画
、予

算
な
ど
を
承
認
し
た
後
、サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。 

　
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、７
市
合
同
で
の
関
西
方
面
へ
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
各
市
間
の
交
流
事
業
の
実
施
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
昼
食
後
の
時
間
に
は
、新
庁
舎
を
案
内
し
、庁
舎
建
設
の
基
本
方
針
や
市
議
会

議
場
な
ど
の
説
明
と
併
せ
て
、
地
域
全
体
の
重
要
課
題
で
あ
る
地
震
対
策
と
し

て
、庁
舎
の
免
震
構
造
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
か
ら

２
名
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
き
、
四
国
西
南

地
域
の
広
域
的
な
観
光
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。 

　
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
は
、
四
国
を
一
つ

と
と
ら
え
、
総
合
的
な
観
光
戦
略
の
も
と
四
国
の

認
知
度
向
上
や
国
内
・
海
外
観
光
客
の
誘
客
、魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
な
ど
を
官
民
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
く
組
織
と
し
て
昨
年
７
月
、
発
足
し

ま
し
た
。現
在
、四
国
の
中
で
も
西
南
地
域
を
最
重

点
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
、各
市
と
の
連
携
の
も
と
、

戦
略
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
流
域
５
市
町
で
構
成
す
る「
四
万
十
川
総
合

保
全
機
構
」（
会
長:

四
万
十
市
長
）
の
定
期
総

会
が
、５
月
14
日
、新
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、本
年

度
も
流
域
の
清
流
保
全
と
地
域
振
興
に
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
流
域
首
長
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
総
会
で
は
、本

年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、昨
年
２
月
に
流
域

５
市
町
で
選
定
さ
れ
た「
四
万
十
川
流
域
の
文

化
的
景
観
」の
魅
力
を
県
内
外
に
情
報
発
信
す

る
た
め
に
、四
万
十
川
の
自
然
豊
か
な
景
観
と

そ
こ
で
暮
ら
し
生
き
て
き
た
人
々
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
特
別
テ
レ
ビ
番
組
を
製
作
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

　
田
中
市
長
は
、「
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
で
文
化
が
生
ま
れ
る
と
い
う
視
点
か
ら

良
い
作
品
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。」と
語
っ
て
い
ま
す
。 

 「
四
万
十
川
流
域
の
文
化
的
景
観
」  

― 

下
流
域
の
生
業
と
流
通
・
往
来 

― 
 

　
文
化
的
景
観
と
は
地
域
独
特
の
気
候
や
地
形
を
背
景
に
、長
い
歴
史
の
中
で
営
ま

れ
た
地
域
の
人
々
の
生
活
や
産
業
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
景
観
の
こ
と
で
す
。 

　
四
万
十
川
流
域
５
市
町（
津
野
町
、檮
原
町
、中
土
佐
町
、四
万
十
町
、四
万
十
市
）

は
連
携
し
て
四
万
十
川
に
息
づ
く
文
化
的
景
観
の
保
全
と
活
用
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
行
い
、平
成
21
年
２
月
に
は
文
部
科
学
大
臣
か
ら
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
つ
の
河
川
が
源
流
か
ら
河
口
ま
で
一
体
的
に
重
要

文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
事
例

で
す
。 

　
四
万
十
市
で
は
、
四
万
十
川
本
流
に
加
え
、「
平
成
の

名
水
百
選
」に
選
ば
れ
た
黒
尊
川
流
域
、河
川
交
通
の
結

節
点
で
あ
る
口
屋
内
集
落
、
水
運
の
集
積
港
と
し
て
発

展
し
た
河
口
の
下
田
集
落
等
が
選
定
範
囲
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
選
定
さ
れ
た
範
囲
に
は
、
こ
れ
ら
の
景
観
の
特
長
で

あ
る
沈
下
橋
や
寺
社
な
ど
が
多
く
存
在
す
る
ほ
か
、
鮎

の
火
振
り
漁
や
瀬
張
り
漁
な
ど
生
業
に
ま
つ
わ
る
風
景

が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。 



 

平
成
22
年
春
の
叙
勲
　
旭
日
双
光
章 

平
成
22
年
春
の
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章 

平
成
22
年
春
の
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章 

第
14
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章 

桑
原
清
造 

竹
本
光
伸 

佐
伯
豊
文 

岡
本
　
淳 

長
年
に
わ
た
っ
て
幡
多
中
央
消
防
組
合
消
防
司
令
を 

努
め
ら
れ
、
地
域
防
災
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
に
わ
た
っ
て
四
万
十
市
消
防
団
副
団
長
を
努
め
ら
れ
、

地
域
防
災
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

中
村
市
長
と
し
て
一
期
4
年
間
在
職
さ
れ
、 

地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
に
わ
た
っ
て
保
護
司
を
努
め
ら
れ
、 

地
域
の
更
生
保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
22
年
春
の
叙
勲
と
第
14
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
４
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
四
万
十
市
に
在

住
す
る
人
か
ら
は
、
地
方
自
治
や
地
域
振
興
な
ど
の
分
野
で
長
年
の
功
績
が
あ
っ
た
３
人
が
春
の
叙
勲
を
、

ま
た
、
消
防
吏
員
と
し
て
危
険
性
の
高
い
業
務
に
長
年
精
励
さ
れ
た
１
人
が
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
者
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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庁
舎
の
清
掃
の
一
部
を
福
祉
団
体
に
委
託
！ 

　
市
役
所
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。新

庁
舎
の
四
、五
、六
階
は
障
害
者
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
清
掃
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
試
み
で
、

障
害
を
持
つ
人
た
ち
に
対
す
る
雇
用
の
確
保
や
交
流
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。 

　
四
階
を
受
け
持
つ
の
は「
ア
オ
」
の
皆
さ
ん
、
五
階
は
「
四
万

十
工
房
」
の
皆
さ
ん
、
六
階
は
「
福
祉
工
場
」
の
皆
さ
ん
で
す
。 

　「
福
祉
工
場
」の
皆
さ
ん
に
は
、庁
舎
内
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
階

段
、ト
イ
レ
の
花
飾
り
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
。そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
今
日
も
清
潔
で
快
適
な
空
間
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ア
オ
」の
皆
さ
ん 

「
四
万
十
工
房
」の
皆
さ
ん 

「
福
祉
工
場
」の
皆
さ
ん 



「「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
つ
い
て 
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
つ
い
て 
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
つ
い
て 

　
過
疎
化
・
高
齢
化
の
た
め
、

自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い

「
交
通
弱
者
」
の
日
常
生
活
の

足
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関

の
存
在
意
義
が
高
ま
る
一
方

で
、
年
々
公
共
交
通
の
利
用

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

市
で
は
住
民
や
事
業
者
と
と

も
に
「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

先
月
号
の
特
集
「
地
域
公
共

交
通
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
て
」

の
中
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
月
号
以
降
も
引
き
続
き
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。 

　
今
回
は
、
基
本
方
針
に
つ

い
て
で
す
。 

　
市
民
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
と
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
応
じ
た
運
行
方
式
の
展
開
を
図
り
、

移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
。 

基 本 方 針 基 本 方 針 ８つの課題と４つの基本方針 

課　題 基本方針 

利用者の減少 ① 移動しやすい公共交通体系づくり 

③ 利用しやすい環境づくり 

④ 乗って残そうという意識づくり 

② 安心して暮らせる 

　　公共交通サービスの提供 

効率の悪い運行方式 

利便性の低いサービス 

旧市村間のバス料金格差 

デマンドバス運行エリアの未拡充 

利用環境の未整備 

情報提供の不十分 

住民意識の不足 

①
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系
づ
く
り 

　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、公

共
交
通
空
白
地
の
解
消
を
図
り
、
交
通
弱
者
な
ど
（
自
家
用
車
を

運
転
で
き
な
い
学
童
や
高
齢
者
、自
家
用
車
に
乗
ら
ざ
る
を
え
な

い
高
齢
者
）
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
と
中

山
間
地
域
と
を
結
ぶ
公
共
交
通
網
の
強
化
を
図
り
、地
域
間
の
連

携
強
化
を
目
指
す
。 

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

　
交
通
事
業
者
と
行
政
な
ど
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、バ
ス
停
施

設
の
改
善
、
情
報
提
供
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
う
。 

③
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
に
地
域
の
公
共
交
通
の
現
状
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
転
換
を
促
す
と
と
も
に
、
乗
っ
て
も

ら
え
る
機
会
づ
く
り
を
提
供
し
、
公
共
交
通
維
持
・
確
保
に
対
す

る
市
民
参
画
の
基
盤
づ
く
り
と
み
ん
な
で
乗
っ
て
残
そ
う
と
い

う
意
識
づ
く
り
を
行
う
。 

④
乗
っ
て
残
そ
う
と
い
う
意
識
づ
く
り 

市
　
政

市
　
政 

市
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教
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掲
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企画広報課 企画調整係 　�（３４）１１２９ 問い合わせ先 



■
母
親
た
ち
に
よ
る
母
親
た
ち
の
た
め
の 

　
育
児
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
！ 

　
市
で
は
、
平
成
九
年
度
に
、
母
親
同
士
が
育
児
の
楽
し
さ
や

悩
み
を
語
り
合
え
る
場
と
し
て
、「
よ
ち
よ
ち
ラ
ン
ド
」の
開
設

を
始
め
ま
し
た
。
次
第
に
参
加
者
も
増
え
、
平
成
十
一
年
度
に

は
、
保
健
師
の
み
の
対
応
で
は
、
こ
れ
以
上
拡
充
す
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、「
子
ど
も
を
集
団
で
遊
ば
せ
た
い
」「
母
子
と
も
に
友

達
を
作
り
た
い
」「
転
入
し
て
き
た
ば
か
り
で
知
人
、友
人
が
い

な
い
」
な
ど
の
希
望
や
不
安
を
持
つ
母
親
た
ち
に
と
っ
て
「
よ

ち
よ
ち
ラ
ン
ド
」
の
存
在
は
、
大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、市
と
し
て
も
何
と
か
支
援
を
続
け

た
い
と
考
え
、「
よ
ち
よ
ち
ラ
ン
ド
」
へ
の
参
加
者
に
『
母
親
た

ち
で
自
主
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
』投
げ
か
け
を

行
い
、
平
成
十
二
年
度
に
育
児
サ
ー
ク
ル
「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ

ン
」が
誕
生
し
ま
し
た
。 

■
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら･･･ 

■
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ま
す
！ 

〔
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
〕 

　
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
身
体
の
ゆ
が
み
や
し
こ
り
を
取
り
ま
す
。 

〔
３
Ｂ
体
操
〕 

　
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
の
三
つ
の
Ｂ
を
使
っ
て
す
る
体
操
。 

〔
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
〕 

　
ポ
ケ
ッ
ト
や
テ
ー
プ
な
ど
の
細
工
を
し
た
エ
プ
ロ
ン
を
使
っ

て
行
う
簡
単
な
劇
。 

　
主
に
二
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
、保

護
者
を
対
象
と
し
た
自
由
参
加
型
の

育
児
サ
ー
ク
ル
で
す
。年
間
行
事
に
は
、

プ
ー
ル
遊
び
、試
食
会
、人
形
劇
な
ど

も
予
定
し
て
ま
す
が
、普
段
は
体
育
館

内
で
の
自
由
遊
び
が
多
い
の
で
一
度

来
て
み
て
下
さ
い
。育
児
中
の
仲
間
が

毎
回
二
十
組
ほ
ど
い
ま
す
。初
め
て
の

方
、大
歓
迎
で
す
。是
非
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
代
表
者
　
山
　 

か
お
り
さ
ん 

�
（
３
４
）３
４
０
４ 

■
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
私
た
ち
は
、毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
に
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

（
冬
場
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）で
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

育
児
サ
ー
ク
ル

育
児
サ
ー
ク
ル 

「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
」

「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
」 

育
児
サ
ー
ク
ル 

「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
」 

自由遊び（具同体育館） 

人形劇を楽しむ親子 
（子育て支援センター） 

　
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、普
段

の
会
話
の
中
で
子
育
て
の
相
談
を
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
り･･･

。マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
で
は
、そ
の
よ
う
な
自
由

遊
び
の
ほ
か
、人
形
劇
や
プ
ー
ル
遊
び
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る

場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。平
成
二
十
一
年
度
は
二
十
一
回
開
催

し
、
延
べ
四
二
六
人
の
お
母
さ
ん

た
ち
と
四
八
〇
人
の
子
ど
も
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
方
も
自
然
と
子

育
て
仲
間
が
で
き
、帰
る
時
に
は「
楽

し
か
っ
た
」「
ま
た
ね
！
」
と
み
ん

な
笑
顔
で
す
。 
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子
ど
も
は
地
域
の
宝
。
そ
の
子
ど
も
た
ち

に
こ
の
ま
ち
で
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
願
い
で
す
。 

　
近
年
の
子
育
て
環
境
は
、
核
家
族
世
帯
の

増
加
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

　
仕
事
に
子
育
て
に
と
日
々
が
ん
ば
っ
て
い

る
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
。育
児
に
悩
ん
だ
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
み
や
不
安
を
相
談
で

き
る
子
育
て
仲
間
が
い
れ
ば
ど
ん
な
に
心
強

い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
こ
こ
で
は
、
市
民
で
組
織
す
る
子
育
て
支

援
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。 

特集：楽しく子育てできるまち 特集：楽しく子育てできるまち 特集：楽しく子育てできるまち 

＝5月6日から業務開始＝ 
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■
更
に
子
育
て
支
援
活
動
を
支
え
る 

　
応
援
団
が
結
成
さ
れ
る
！ 

　「
子
ど
も
を
優
し
く
抱
き
し
め
た
い
」「
お
母
さ
ん
に
は
精
神

的
な
面
で
支
援
を
し
た
い
」と
い
つ
も
語
っ
て
い
た
元
保
育
士

さ
ん
に
、育
児
サ
ー
ク
ル「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
」の
話
を
す
る

と
、「
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る
子
育
て
応
援
団
を
作
り
た
い
」と

い
う
こ
と
と
な
り
、早
速
、十
一
人
の
方
の
賛
同
を
得
て
、子
育

て
応
援
団「
ほ
っ
と
・
ポ
ケ
ッ
ト
」が
発
足
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
名
前
に
は
、「
お
母
さ
ん
が
育
児
の
悩
み
を
話
す
こ
と

で
、
ほ
っ
と
し
た
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
そ
れ
を
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
て
持
っ
て
帰
り
、そ
の
気
持
ち
で
育
児
に
励
ん
で
ほ
し
い
。」

と
い
っ
た
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■ 

子
育
て
支
援
活
動
の
縁
の
下
の
力
持
ち 

　
ほ
っ
と
・
ポ
ケ
ッ
ト
の
活
動
は
、育
児
サ
ー
ク
ル「
マ
ム
＆
チ

ル
ド
レ
ン
」へ
の
支
援
や
市
が
行
っ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で

の
お
手
伝
い
な
ど
、地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
独
自
で
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
と
し
て
は
「
子
育
て
講
演
会
」
や
「
料
理
の
試
食
会
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
の
会
員
は
約
六
十
名
。
会
員
の
中
に
は
、
自
分
の
育
児

に
余
裕
が
で
き
入
会
し
た
先
輩
マ
マ
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

　
以
前
、
会
長
を
務
め
て
い
た
会
員
は
「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
は

あ
る
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
拝
見
で
き
、
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
か
ら
は「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
」と
親
し
ま
れ
、と
て
も
や
り

が
い
が
あ
る
。自
分
に
と
っ
て
は
生
き
甲
斐
で
す
。」と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

子
育
て
応
援
団

子
育
て
応
援
団 

「
ほ
っ
と

「
ほ
っ
と･

ポ
ケ
ッ
ト
」

ポ
ケ
ッ
ト
」 
子
育
て
応
援
団 

「
ほ
っ
と･

ポ
ケ
ッ
ト
」 

市
が
行
う
就
学
前
ま
で
の
子
育
て
支
援
事
業

市
が
行
う
就
学
前
ま
で
の
子
育
て
支
援
事
業 

市
が
行
う
就
学
前
ま
で
の
子
育
て
支
援
事
業 

こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
子
育
て
世
代
に
対
し
て
、
行
政

だ
け
の
取
り
組
み
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
暖
か
さ
と
安

心
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

「
人
の
あ
っ
た
か
さ
」
が
四
万
十
市
の
母
子
保
健
事
業

の
自
慢
で
す
。 

乳児健診では、戸惑い気味でやって

きたお母さんに「こんにちは」と優し

く声をかけ、赤ちゃんをあやしてく

れます。会場のおじいちゃんといっ

た存在です。 

年1回開催している子育て講演会の

様子です。ここでも、お母さんがゆっ

くり話を聞けるように子どもさんの

お世話をしてくれます。 

乳幼児相談時のママタッチ。そっと

触れ合うことで赤ちゃんもリラック

スしているようです。 

　
幼
児
期
に
地
域
の
多
く
の

人
々
と
関
わ
り
、
色
々
な
刺

激
を
受
け
て
活
発
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
脳
の
神
経
細
胞

間
の
結
合
が
よ
り
強
固
な
も

の
に
な
る
こ
と
が
医
学
的
に

証
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

意
味
で
も
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。今
年
は
、

公
益
法
人
ニ
ッ
セ
イ
財
団
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
事
に
な
り
、
玩
具
を
沢
山
買
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
玩
具
を
使
っ
て
遊
ぶ
幼
児
の
姿
が
見
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
し
、親
子
の
絆
も
よ
り
一
層
深
ま
り
、自
分
だ
け
の
空
間
も

発
見
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

代
表
者
　
前
田 

耕
作
さ
ん 

○
妊
婦
教
室 

　〔
保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係 

�
（
３
４
）１
１
１
５
〕 

　
　
産
婦
人
科
医
・
栄
養
士
・
助
産
師
・
保
健
師
に
よ
る
妊
娠
・
出
産
・

　
育
児
に
関
す
る
教
室
や
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
乳
幼
児
相
談 

　〔
保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係 

�
（
３
４
）１
１
１
５
〕 

　
　
乳
幼
児
の
身
長
体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相
談
・
マ
マ
タ
ッ
チ
。 

 

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成 

　〔
福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係 

�
（
３
４
）１
８
０
１
〕 

　
　
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の
医
療
費
を
全
額
助
成
。 

　（
※
保
険
診
療
外
、入
院
食
事
代
は
除
く
。） 

 

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ぽ
っ
ぽ 

運
営 

　〔
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
５
）３
７
４
８
〕 

　
　
育
児
相
談
や
保
護
者
間
の
情
報
交
換
等
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

　
る
場
と
し
て
旧
元
町
保
育
所
に
設
置
。 

　（
※
活
動
内
容
は
毎
月
広
報
誌
面
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。） 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

　
　
保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　
�
（
３
４
）１
１
１
５ 
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予
土
線
汽
車
の
た
び 
消
防
団
大
川
筋
分
団
消
防
屯
所
落
成 

4
22木 

4
4 日 

第
８
回  

四
万
十
川
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
４
月
24
日（
土
）と
25
日（
日
）

の
２
日
間
、鍋
島
の
四
万
十
川

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
恒
例
の
四

万
十
川
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
回
で
８
回
目
と
な

る
本
大
会
に
は
県
内
外
か
ら

合
わ
せ
て
65
名
、１
３
０
機
あ

ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。当
日

は
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、

横
風
が
強
く
水
面
も
波
打
っ

て
い
た
た
め
、
離
水
・
着
水
が

難
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

し
た
が
、ど
の
参
加
者
も
そ
れ

を
も
の
と
も
し
な
い
ア
ク
ロ

バ
テ
ィ
ッ
ク
な
操
縦
で
、
会

場
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
ほ
か
に
も
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
紙
飛

行
機
を
飛
ば
し
て
滞
空
時
間

を
競
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行

わ
れ
、
親
子
連
れ
で
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
度
は
フ
ラ
イ
ト
を
披

露
で
き
な
か
っ
た
大
型
水
上

機
「
赤
と
ん
ぼ
」
も
、
見
事
大

空
に
そ
の
雄
姿
を
羽
ば
た
か

せ
ま
し
た
。 

舞い上がる「赤とんぼ」 

　
高
知
県
予
土
線
利
用
促
進

対
策
協
議
会
（
四
万
十
市
、
四

万
十
町
に
よ
る
広
域
組
織
で
、

予
土
線
の
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
）

で
は
Ｊ
Ｒ
四
国
の
連
携
観
光

ツ
ア
ー

”
予
土
線
に
乗
っ
て 

清
流
四
万
十
川
・
春
の
恵
み

に
で
あ
う
旅

“
を
企
画
し
、

土
佐
大
正
駅
か
ら
江
川

駅

ま
で
約
20 
km
の
汽
車
の
旅
を

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
案
内

し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候

で
し
た
が
、
西
土
佐
在
住
の

中
脇
裕
美
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
名
所
案
内
ガ
イ
ド

に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
聞
き
入
り
、
十
和
の
こ
い

の
ぼ
り
公
園
、
西
土
佐
の
半

家
沈
下
橋
、長
生
沈
下
橋
な
ど
、

春
の
四
万
十
川
中
流
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。 

利
岡
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
稚
ア
ユ
放
流
を
体
験 

-

元
気
に
育
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね-

4
19月 

4
25日 

4
24土 

　
こ
れ
ま
で
の
屯
所
は
低
地
に
あ
っ
た
た
め
、

四
万
十
川
の
増
水
時
に
は
浸
水
し
、消
防
団

活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

浸
水
の
恐
れ
が
な
い
場
所
（
手
洗
川
、
川
登

大
橋
た
も
と
）
に
新
た
に
整
備
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
消
防
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。 

　
４
月
４
日
に
は
市
長
、消
防
団
関
係
者
等

の
出
席
に
よ
り
神
事
、も
ち
投
げ
が
行
わ
れ
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
も
盛
大
に
お
祝
い
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
消
防
団
活

動
へ
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
利
岡
小
学
校
の
１
・
２
年
生
13
人
が
４
月

19
日（
月
）に
、四
万
十
川
支
流
の
岩
田
川（
口

鴨
川
）
で
30
㎏
約
２，
８
０
０
匹
の
稚
ア
ユ

放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
稚
ア
ユ
放
流
は
四
万
十
川
中
央
漁
業
協

同
組
合
（
岡
山
静
夫
組
合
長
）
と
市
が
協
力

し
て
子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
愛
し
、河
川
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
10
年
以
上
前

か
ら
実
施
し
て
お
り
、同
漁
協
は
４
月
15
日

〜
19
日
の
間
に
計
１，
１
２
８
kg
の
稚
ア
ユ

を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
は
や
く
元
気
に
育
っ

て
帰
っ
て
き
て
ね
」
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
川
に
放
流
し
、清
流
に

明
る
い
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。 

ゆ
　
み 
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平
成
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６
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赤
松
町
　
こ
ど
も
祭
り 

今
年
も
運
行
し
ま
す 

　
　
〜
四
万
十
川
周
遊
　
川
バ
ス
出
発
式
〜 

4
29木 

盛況だった間六口さんによるバナナのたたき売りクイズ 土俵際のふんばり 

一条通を練り歩く行列の一行 花束の贈呈 

第
十
九
回
土
佐
一
條
公
家
行
列 

「
藤
祭
り
」 

開
催 

5
9 日 

5
3 月 

5
5 水 

　
四
万
十
川
の
名
所
を
周
遊
す
る
川
バ
ス
の
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
中
村
駅
で
は
出
発
式
が
開
か
れ
、
四

万
十
川
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
に
よ
る
花
束
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
川
バ
ス
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、中
村
―

江
川

間
を
１
日
２
便
運
行
。次
に
運
行
す
る
の
は
夏

休
み
期
間
中（
７
月
18
日
〜
８
月
29
日
）で
す
。佐
田
の

沈
下
橋
や
か
わ
ら
っ
こ
な
ど
、観
光
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
川
バ
ス
で

四
万
十
川
を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

堂
ヶ
森
祭 

　
こ
ど
も
の
日
に
毎
年
開
催
さ
れ
る「
堂
ヶ
森
祭
」、今
年

も
１
０
０
人
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
山
の
安
全
祈
願
、バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
で
盛
り
上
が

っ
た
後
、お
ま
ち
か
ね
の「
奉
納
相
撲
」。ち
び
っ
こ
力
士

に
よ
る
、大
人
顔
負
け
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
大
本
命
の
女
性
９
人
に
よ
る
「
お
ん
な
相
撲
」

の
勝
抜
戦
。
多
く
の
観
客
の
見
守
る
中
、
は
じ
め
は
遠
慮

気
味
に
組
み
な
が
ら
も
、次
第
に
本
気
モ
ー
ド
全
開
！
女

性
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
は
盛
大
な
も
ち
投
げ
で
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
も
多
く
の
力
士
の
出
場
を
た
の
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

　
土
佐
一
條
公
家
行
列「
藤
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
家
行
列
は
、中
村
御
所
に
就
く
一
條
教
房
公
の

入
府
の
様
子
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。 

　
今
年
の
主
役
の
一
人
で
あ
る
玉
姫
様
は
大
阪
市
在

住
の
演
歌
歌
手
、
塩
乃
華
織
さ
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
教

房
公
を
取
り
巻
く
公
家
な
ど
に
扮
し
た
約
１
７
０
人

の
行
列
が
市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。五
月
晴
れ
の
な

か
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
時
代
絵
巻
は
見
応
え

十
分
で
し
た
。 

　
ま
た
、天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
や
一
条
通
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
は
、
物
産
販
売
を
は
じ
め
一
條
太
鼓
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
の
披
露
の
ほ
か
、
佐
川
、
野
市
、
安
芸

の
チ
ン
ド
ン
共
演
な
ど
沢
山
の
催
し
物
が
終
日
行
わ

れ
、集
ま
っ
た
観
光
客
や
市
民
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。 

　
具
同
赤
松
団
地
の
三
号
公
園
で
地
区
住
民
主
催
の
こ
ど
も
祭
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ
の
お
祭
り
は
今
年
が
一
回
目
で
、少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、地
域
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
を
、地
区
の
住
民
み
ん
な
で
大
切
に
育
て

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
公
園
の
な
か
で
は
、手
作
り
に
よ
る
カ
レ
ー
や
焼

き
そ
ば
な
ど
の
お
店
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
中
央
の
広

場
で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ピ
エ
ロ
に
よ
る
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
形
式
で
の
ク

イ
ズ
や
、ダ
ー
ツ
や
輪
投
げ
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
、訪
れ
た
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
主
催
者
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
が
自
発
的
に
行
う

催
し
物
が
こ
れ
か
ら
先
増
え
て
い
っ
て
、地
域
が
も

っ
と
も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。 
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四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ  

高
知
Ｆ
Ｄ
が
快
勝
！ 

平
成
22
年
度
四
万
十
市 

　
　
　
　
身
体
障
害
者
連
盟
総
会 

自
分
が
作
っ
た
お
茶
の
味
は
格
別
！ 

山
茶
摘
み
体
験 

地
域
ぐ
る
み
で
生
活
環
境
づ
く
り 

5
9 日 

5
15 土 

5
17 月 

5
9 日 

５月号P17まちの話題 
　「香山寺ふじまつり～四万十花まつり～」の本文
下段右から５行目の「生派雅楽与会」は、正しくは
「正派雅楽与会」の誤りでした。関係の皆さまに深
くお詫び申し上げます。 

選手も観客も大興奮 

この辺りは秋には彼岸花も楽しめます。 

　
古
津
賀
、第
一
・
第
二
団
地
、雅
ヶ
丘
団
地
の
住
民
で
組

織
す
る
古
津
賀
を
良
く
す
る
会
（
会
長:

岡
本
五
郎
氏
）

に
よ
り
、古
津
賀
川
両
岸
の
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
会
は
、二
十
数
年
前
か
ら
生
活
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
古
津
賀
駅
の
法
面
に
「
こ
つ

か
え
き
」の
文
字
を
か
た
ど
っ
た「
さ
つ
き
」を
植
栽
し

た
り
、
７
年
ほ
ど
前
に
は
、
通
学
す
る
学
生
や
お
遍
路

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、古
津
賀
川
沿
い
に
約
１
５

０
本
の
あ
じ
さ
い
を
植
栽
し
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
会
員
22
名
に
よ
り
、
あ
じ
さ
い
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
に
向
け
た
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。場
所

は
、古
津
賀
駅
の
す
ぐ
東
を
南
北
に
流
れ
る
古
津
賀
川

沿
い
で
す
。
梅
雨
の
中
、
あ
じ
さ
い
が
色
あ
ざ
や
か
に

咲
き
誇
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
22
年
度
四
万
十
市
身
体

障
害
者
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
全
員
で
物
故
会
員

へ
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。約
40
名
が
出
席
し
、

活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
、
提
案

事
項
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
正
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
留

任
と
な
り
ま
し
た
が
、
副
会
長
が

西
土
佐
よ
り
１
名
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
終
わ
り
に
は
学
習
健

康
講
座
も
あ
り
、肩
こ
り
、腰
痛
な

ど
の
予
防
に
つ
い
て
皆
さ
ん
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、２
年
ぶ
り
の
四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
公
式
戦
が
開

催
さ
れ
、
高
知
Ｆ
Ｄ
が
徳
島
Ｉ
Ｓ
に
11
―
６
で
快
勝
。
選
手
も
フ
ァ
ン
も
大
興
奮
の
試
合

と
な
り
ま
し
た
。 

　
田
中
市
長
に
よ
る
始
球
式
の
あ
と
試
合
が
始
ま
る

と
、早
速
、Ｆ
Ｄ
打
線
が
大
爆
発
。１
、２
、３
回
と
毎
回

得
点
を
か
さ
ね
序
盤
で
主
導
権
を
握
る
と
、今
季
２
度

目
の
二
ケ
タ
安
打
で
、球
団
が
飲
み
物
を
サ
ー
ビ
ス
す

る
今
季
初
の「
５
点
差
ゲ
ー
ム
」を
達
成
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、試
合
終
盤
、「
四
万
十
だ
け
に
観
客
動
員
数
は

４
１
０
人
で
す
」
と
場
内
放
送
が
流
れ
る
と
、
ス
タ
ン

ド
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
一
層
上
が
り
、最
後
ま
で
大
き
な

声
援
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
季
の
試
合
は
あ
と
、６
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）、

８
月
７
日（
土
）に
、四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
大
き
な
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
西
土
佐
奥
屋
内
上
地
区
で
、毎
年
恒
例
の
か
じ
や
村
の
若
衆
会
主
催
に
よ
る
地
域
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
の
山
茶
つ
み
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
の
参
加
者
は
27
人
で
、奥
屋
内
地
区
に

自
生
す
る
天
然
の
山
茶
を
40
分
ほ
ど
か
け
て
摘
み
、釜
で
焙
煎

し
、む
し
ろ
の
上
で
も
ん
で
天
日
に
干
し
お
茶
を
作
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、山
の
斜
面
に
自
生
し
て
い
る

山
茶
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
摘
み
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
し
ば
も
ち
作
り
の
体
験
や
、
昼
食
に
は
地
元
の
食

材
で
作
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
心
づ
く
し
の
郷
土
料
理
を
、

作
り
た
て
の
お
い
し
い
お
茶
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。午

後
か
ら
は
、昔
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
の
探
検
を
し

た
後
、
黒
尊
神
社
へ
参
拝
し
、
お
や
つ
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た

し
ば
も
ち
を
い
た
だ
き
、み
ん
な
大
満
喫
で
し
た
。 

ば
い
せ
ん 
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６ 
June

平成22年 

★
休
館
中
で
す（
お
知
ら
せ
） 

一
般
書 

児
童
書  

え
ほ
ん 

６ （200冊）

　
４
月
17
日
（
土
）
か
ら
、
一
般
の
方
に
対
す
る
業
務
を
全

て
中
止
し
て
、
引
っ
越
し
及
び
シ
ス
テ
ム
導
入
の
た
め
の

作
業
に
専
念
し
て
い
ま
す
。　
皆
様
に
は
、多
大
な
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

　
７
月
１
日（
木
）か
ら
、新
庁
舎
２
階
で
図
書 

館
業
務
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。長
期
に
わ
た
り

ま
す
が
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
 
市
立
図
書
館
 
 
 
（
３
５
）２
９
２
３
 
 

八束中学校 

お
大
師
さ
ん
相
撲
大
会

お
大
師
さ
ん
相
撲
大
会 

本村小学校 

7
（火） 

５ ４ 

お
大
師
さ
ん
相
撲
大
会 

認
め
合
い
、

認
め
合
い
、
高
め
合
う

高
め
合
う 

認
め
合
い
、
高
め
合
う 

▲月2回のあいさつ運動  

▼全校合宿での家庭学習サポート 

▼大人顔負けの迫力！ 

▲はっけよ～い、のこった！ 

市教委だより 

/

図
書
返
却
の
お
願
い 

　
現
在
、新
館
開
館
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。 

　
残
念
な
が
ら
、ま
だ
、返
却
さ
れ
て
い
な
い
図
書
絵
本
が

あ
り
ま
す
。
準
備
に
関
係
し
ま
す
の
で
早
急
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。 

　（
図
書
館
玄
関
前
に
返
却
用
の
箱
を
置
い
て
い
ま
す
。） 

　
本
村
小
学
校
の
春
の

遠
足
と
し
て
、
地
元
地

域
の
伝
統
行
事
の
『
お
大
師
さ

ん
』に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
江
川
お
大
師
さ
ん

の
相
撲
大
会
は
、
古

く
か
ら
地
元
の
恒
例

行
事
と
し
て
行
わ
れ

て
い
て
、
昔
は
愛
媛

県
か
ら
も
参
加
者
が

来
る
な
ど
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
な
行
事
と

し
て
有
名
な
大
会
で

し
た
が
、
近
年
は
参

加
者
が
少
な
く
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
大
師
さ
ん
を
活
気

あ
る
祭
り
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
元

の
願
い
に
答
え
る
た
め
に
、大
人
に
か
わ
り

小
学
生
た
ち
が
相
撲
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、山
の
ふ
も
と
か
ら
山
頂

に
あ
る
お
大
師
さ
ん
ま
で
、全
員
元
気
に
歩

い
て
登
り
ま
し
た
。
登
り
き
っ
た
後
、
奉
納

相
撲
と
し
て
女
子
は
ロ
ー
プ
を
引
き
合
う

「
綱
相
撲
」を
、男
子
は
ま
わ
し
を
し
め
て
の

「
大
相
撲
」
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
行
い
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
の
白
熱
し
た
取
り
組
み
に
、

お
大
師
さ
ん
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
か
ら

は
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち

の
相
撲
の
後
に
は
、

神
事
と
も
ち
投

げ
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
も
地

元
の
人
た
ち
と

一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
。 

 

　
私
た
ち
の
学
校
は
全
校
生

徒
38
人
の
小
さ
な
学
校
で
す
。

八
束
小
学
校
か
ら
そ
の
ま
ま

中
学
校
へ
進
学
す
る
人
が
多
く
、

ク
ラ
ス
全
員
が
幼
な
じ
み
と
い
っ

た
学
年
も
あ

り
ま
す
。 

　
八
束
中
学

校
で
は
今
年

か
ら
「
認
め

合
い
、
高
め

合
う
」
と
い

う
目
標
で
生

活
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り

が
仲
間
の
失

敗
や
が
ん
ば
り
や
成
長
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
今
日
の
自
分
よ
り
明
日

の
自
分
と
い
う
高
い
意
識
を
持
ち

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
本
校
で
は
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
全
校
合

宿
で
は
、
全
校
生
徒
で
幡
多
青
少
年
の

家
へ
行
き
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
仲
間
の
協
力
、
集
団
生
活
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
秋
の
大
運
動
会
で
は
、
小

学
校
と
一
緒
に
赤
と
白
の
熱
い
戦
い

が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
の
行
事
も

生
徒
全
員
が
積
極
的
に
参
加
し
多
く

の
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、

元
気
な
あ
い

さ
つ
、
礼
儀
を

大
切
に
し
、
地

域
か
ら
愛
さ

れ
る
学
校
づ

く
り
を
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
生
徒
会
長
） 

 

教

育

教
　
育 

市

政

教

育

く
ら
し

情
報
掲
示
板

自宅で親を看取る知恵 

絶滅危惧の生きもの観察ガイド西日本編 

｢脱ダム｣  のゆくえ 

地方という生き方 

何とかなるさ！ 

ペニシリンはクシャミが生んだ大発見 

マンハッタンの哀愁 

魯山人の書 

山本　勝美 

川上　洋一 

熊本日日新聞社 

東国原　英夫 

山崎　直子 

百島　祐貴 

ジョルジュ・シムノン 

山田　和 

１３歳からの英語ノート 

がまどんさるどん 

トトンぎつね 

どれにしようかな 

幕末維新の人物事典 

ひみつだから！ 

ビワの絵本 

ふたりでおかいもの 

小野田　博一 

太田　大八 

今江　祥智 

つちだ　のぶこ 

PHP研究所 

ジョン・バーニンガム 

なかい　しげお 

いとう　ひろし 
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地球環境課だより 地球環境課だより 地球環境課だより 

下
　
田 

東
　
山 

中
　
村 

後
　
川 

中
村
大
橋
通
１ 

　

〃

　

 

中
村
大
橋
通
２ 

　

〃

　

 

中
村
大
橋
通
３ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
大
橋
通
４ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
大
橋
通
５ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
大
橋
通
６ 

　

〃

　

 

中
村
百
笑
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
山
手
通 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
弥
生
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
羽
生
小
路 

　

〃

　

 

中
村
東
下
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
上
小
姓
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
小
姓
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
愛
宕
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
一
条
通
１ 

中
村
一
条
通
２
・
３
・
４
・
５ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
東
町
１ 

　

〃

　

 

中
村
東
町
１ 

中
村
東
町
２ 

　

〃

　

 

中
村
東
町
３ 

　

〃

　

 

中
村
天
神
橋 

　

〃

　

 

中
村
本
町
１
・
２ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
本
町
３ 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
本
町
４
・
５ 

　

〃

　

 
　

〃

　
 

　

〃

　
 

中
村
京
町
上 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
京
町
中 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
京
町
下 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
桜
町 

　

〃

　

 

中
村
新
町 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

朝

日

区

 

中
村
栄
町 

中
村
栄
町

　

〃

　

 

中
村
丸
の
内 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

右
山
北
区 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

右
山
中
区 

　

〃

　

 

右
山
南
区 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

角

　

崎

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

不

　

破

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

不
破
上
町 

　

〃

　

 
　

〃

　

 
　

〃

　
 

　

〃

　
 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
村
岩
崎
町 

　

〃

　

 
カ
ツ
ラ
山
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

緑
ヶ
丘
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

井
沢
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

井

　

沢

 

竹

　

島

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

鍋

　

島

 

　

〃

　

 

馬

　

越

 

　

〃

　

 

平

　

野

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

松

ノ

山

 

　

〃

　

 

下

田

上

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

下

田

下

 

串

　

江

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 
水

　

戸

 

水

　

戸

 

双

　

海

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

古

津

賀

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

古
津
賀
第
１
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

古
津
賀
第
２
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

佐

　

岡

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

佐
岡
南
の
風
団
地 

安

　

並

 

安
並
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

秋

　

森

 

秋

　

田

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

佐
岡
団
地 

　

〃

　

 

雅
ケ
丘
団
地 

　

〃

　

 

寺
尾
　
静
代 

松
澤
　
陽
子 

岡
村
　
征
勝 

平
田
　
　
一 

松
岡
　
明
雄 

安
田
　
隆
至 

安
田
　
昭
市 

夕
部
　
淳
子 

坂
本
美
恵
子 

福
田
　
清
子 

坂
本
　
久
子 

坂
本
　
洋
子 

矢
野
　
勝
三 

今
城
　
憲
一 

竹
中
　
憲
治 

安
田
　
善
一 

長
者
　
主
計 

佐
々
木
由
利
子 

谷
本
　
哲
志 

山
本
　
　
哲 

岩
本
　
栄
子 

藤
近
　
良
次 

岡
山
　
斉
一 

青
木
　
　
浩 

岡
山
　
静
夫 

山

　
　
勲 

町
田
　
　
薫 

矢
ノ
川
忠
男 

友
永
　
幸
雄 

宮
川
　
正
澄 

土
居
　
好
子 

福
富
　
　
瞳 

植
田
　
良
臣 

湯
岑
　
周
二 

松
岡
　
正
展 

伊
与
田
良
一 

谷
屋
　
　
修 

中
山
　
房
生 

江
口
　
久
夫 

大
石
　
忠
生 

森
　
　
吉
生 

岡
本
　
茂
男 

永
野
　
　 

松
田
　
惠
美 

宮
下
　
正
博 

毛
利
　
敏
雄 

下
谷
　
住
雄 

西
尾
　
　
正 

岡
村
　
藤
吉 

大
田
　
文
雄 

森
本
　
幹
久 

尾

　
方
洋 

高
橋
　
　
博 

福
永
　
展
行 

是
澤
　
守
義 

西
山
　
永
年 

岩
森
　
　
昭 

西
原
　
昭
男 

宮
上
　
友
也 

武
田
　
武
助 

小
野
　
時
子 

安
並
　
　
博 

武
田
　
豊
吉 

浜
田
　
誠
一 

近
藤
　
雅
子 

高
橋
　
　
馨 

朝
比
奈
誠
夫 

高
橋
　
幸
二 

清
水
　
武
彦 

木
戸
　
吉
通 

堀
尾
　
稲
美 

平
口
　
節
子 

福
田
　
利
枝 

大
石
　
幸
美 

堀
川
　
武
夫 

岡
崎
美
和
子 

沖
　
　
実
子 

佐
田
　
祥
代 

柿
内
あ
つ
子 

田
所
　
昭
生 

岡
山
　
洋
美 

垣
内
　
六
久 

大
原
　
和
代 

土
居
　
猛
浩 

北
川
　
　
正 

竹
田
　
元
久 

猿
田
　
正
隆 

宮

　
章
弘 

遠
近
　
　
英 

遠
近
　
正
明 

久
米
　
康
弘 

中
内
　
温
子 

山

　
悦
子 

細
木
　
栄
子 

杉
内
　
　
正 

上
岡
　
次
男 

夕
部
サ
ナ
エ 

岡
本
　
　
章 

大
前
　
逸
子 

山
本
美
智
代 

宮
崎
　
　
節 

末
広
　
勝
彦 

上
田
　
浩
史 

金
子
　
正
和 

吉
岡
　
凡
夫 

徳
廣
　
正
志 

羽
田
野
　
聖 

矢
野
　
幸
二 

田
辺
賢
一
郎 

永
野
　
定
子 

山
下
　
幸
希 

山
本
美
咲
子 

南
　
千
代
喜 

沖
　
　
和
彦 

岡
山
　
比
文 

柴
岡
　
　
修 

  

江
口
　
　
菖 

濱
田
　
佳
子 

清
水
　
宮
子 

山
本
　
勝
音 

西
内
　
幸
好 

宮
村
　
忠
道 

西
内
　
雄
子 

小
野
　
芳
夫 

江
口
　
　
順 

山
本
　
洋
子 

江
口
　
敦
子 

山
本
　
晴
子 

茶
畑
　
久
子 

山
本
ケ
イ
コ 

沖
　
　
美
枝 

福
井
都
紀
子 

間

　
益
美 

矢
部
　
直
子 

　
岡
　
為
子 

岡
添
　
修
子 

浜
口
　
貞
雄 

細
木
　
　
修 

岡
本
真
由
美 

江
口
　
久
年 

鎌
田
　
笑
子 

大
藤
三
ツ
子 

野
中
　
正
広 

石
井
　
由
香 

西
尾
万
礼
子 

  

東
　
　
訓
生 

戸
田
　
勝
男 

戸
田
　
行
俊 

渡
辺
　
等
子 

名
本
　
保
枝 

今
倉
　
久
美 

福
留
　
　
清 

久
米
田
明
良 

渡
辺
　
利
一 

長
者
　
啓
子 

中
山
　
茂
美 

新
谷
　
久
子 

大
田
千
代
香 

山

　
康
雄 

今
城
　
文
明 

大
川
　
六
男 

竹
内
　
広
光 

中
脇
　
知
省 

松
浦
　
陽
子 

森
　
　
祝
男 

森
　
　
愛
子 

浦
田
　
艶
子 

大
西
　
正
祐 

近
藤
亜
由
美 

川

　
敬
造 

岡
村
　
義
史 

○
担
当
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
お
い
て
、
ご
み
の
適
正
分
別
、

　
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
な
ど
を
指
導
し

　
ま
す
。 

○
担
当
地
区
の
ご
み
不
法
投
棄
に
関

　
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。 

平
成
平
成
22
年
度
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

年
度
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま
す 

平
成
22
年
度
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま
す 

家庭ごみ減量推進員　中村地域地区別名簿　１ 

各
地
区
に
は
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー（
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
）が
い
ま
す 

　西土佐地域の家庭ごみ減量推進員は昨年度から引き

続きボランティアリーダーとして活動していただきます。 
よろしくお願いします よろしくお願いします 
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大
　
川
　
筋 

具
　
同 

後
　
川 

富
　
山 

中
　
筋 
八
　
束 

蕨
　
岡 

東
　
中
　
筋 

家庭ごみ減量推進員　中村地域地区別名簿　2

入

田

上

 
　

〃

　

 

　

〃

　
 

　

〃

　
 

　

〃

　

 

入

田

下

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

田

黒

１

 

　

〃

　

 

田

黒

２

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

田

黒

３

 

渡

川

１

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

渡

川

２

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

渡

川

３

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中

　

組

 

　

〃

　

 

西

　

組

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

中
山
団
地 

　

〃

　

 

赤
松
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

あ
い
の
さ
わ
団
地 

　

〃

　

 

あ
い
の
さ
わ
団
地 

自
由
ヶ
丘
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

自
由
ヶ
丘
東 

　

〃

　

 

  

森

　

沢

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 
一

本

松

 
　

〃

　
 

荒

　

川
 

　

〃

　

 

楠

　

島

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

間

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

国

　

見

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

西

ノ

谷

 

楠
島
団
地 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

利

　

岡

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

若

　

藤

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

板

ノ

川

 

板

ノ

川

 

口

鴨

川

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

奥

鴨

川

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

佐

　

田

 

　

〃

　

 

田
野
川
甲 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

田
野
川
乙 

　

〃

　

 

敷

　

地

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

岩

　

田

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

坂

　

本
 

　

〃

　

 

山

　

路

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

実

　

崎

 

　

〃

　

 

深

　

木

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

間

　

崎

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

津

蔵

渕

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

初

　

崎

 

名

　

鹿

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

　

藤

　

 

上

　

分

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

下

　

分

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

内

　

川

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

伊

才

原

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

有

　

岡

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

民

　

部

 

横

　

瀬

 

　

〃

　

 
　

〃

　

 
九

　

樹

 

　

〃

　
 

上
ノ
土
居 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

磯

ノ

川

 

　

〃

　

 

生

ノ

川

 

　

〃

　

 

 

久

保

川

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

勝

　

間

 

　

〃

　

 

勝

間

川

 

　

〃

　

 

鵜

ノ

江

 

　

〃

　

 

田
出
ノ
川 

　

〃

　

 

高

　

瀬

 

手

洗

川

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

川

　

登

 

　

〃

　

 

三

　

里

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

  

常

　

六

 

　

〃

　

 

大

屋

敷

 

片

　

魚

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

住

次

郎

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

大

　

用

 
　

〃

　

 

大

　

用

 

小
西
ノ
川 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

上

古

尾

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

下

古

尾

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

竹

屋

敷

 

　

〃

　

 

　

〃

　

 

渡
辺
　
道
子 

沖
本
　
幸
一 

安
光
　
敬
生 

沢
本
　
伝
三 

伊
勢
脇
　
勗 

矢
部
由
喜
子 

浜
田
　
光
代 

森
　
　
隆
雄 

弘
瀬
　
一
秋 

松
岡
　
伸
男 

松
原
　
淳
一 

濱
田
　
知
美 

福
永
　
吉
盛 

田
中
　
末
子 

荒
井
　
頼
恵 

竹
内
　
里
子 

中
村
　
兼
松 

今
村
　
秀
実 

岩
貞
　
厚
子 

門
田
　
和
美 

岡
　
　
操 

和
田
　
英
子 

渡
邊
冨
美
恵 

伊
勢
脇
一
右 

上
岡
　
林
三 

尾

　
和
代 

宮

　
一
雄 

浜
田
　
和
美 

浜
田
　
光
英 

小
橋
　
光
伯 

原
田
　
貞
良 

小
柴
　
　
栄 

亀
岡
　
敬
子 

毛
利
　
末
光 

角
辻
　
博
樹 

佐
竹
　
伸
彦 

清
水
　
勝
也 

宮

　
久
則 

宮

　
好
美 

浜
田
　
浩
一 

久
保
　
守
右 

松
浦
喜
美
子 

  

井
口
　
加
洋 

大
橋
寿
美
代 

正
木
　
幸
代 

岡
山
　
　
憲 

副
田
　
悦
生 

上
岡
　
郁
美 

竹
本
　
幹
子 

井
口
　
千
佐 

上
岡
　
啓
介 

上
原
　
清
美 

岡
山
　
吉
美 

荻
　
　
一
亀 

坂
本
　
政
子 

平
地
　
敬
一 

下
村
　
敏
子 

松
岡
　
憲
生 

原
　
　
勇
二 

浜
田
　
忠
克 

城
下
裕
次
郎 

池
本
　
秀
晃 

  

川

　
好
一 

杉
本
　
忠
義 

上
谷
　
伸 

宮
川
　
　
悠 

宮
川
　
昭
雄 

並
松
多
賀
子 

石
神
美
代
子 

野
村
　
昌
男 

谷
脇
　
　
貢 

宮
本
　
拓
美 

宮
本
　
雅
夫 

朝
比
奈
俊
美 

池
田
　
　
力 

加
持
　
徳
廣 

今
倉
　
　
渉 

田
辺
　
輝
明 

桐
島
　
　
巌 

杉
本
　
静
穂 

竹
田
　
敬
美 

十
万
　
輝
明 

久
保
田
　
努 

坂
本
　
光
男 

岡
本
　
知
子 

伊
藤
　
　
隆 

今
城
　
順
市 

桐
島
　
孝
充 

岡
田
美
津
子 

郷
畑
　
　
豊 

  

藤
本
　
博
猪 

吉
武
　
澄
夫 

鎌
田
　
典
子 

鎌
田
由
美
子 

小
野
　
義
男 

乾
　
　
素
直 

永
田
　
　
準 

町
田
　
兼
美 

田
中
　
洋
子 

渡

二
三
三 

刈
谷
　
苗
美 

刈
谷
　
剛
毅 

刈
谷
　
友
彦 

植
木
　
潤
吉 

麻
田
　
博
稔 

谷
川
　
享
史 

木
村
　
武
司 

宮
崎
　
信
一 

宮
崎
　
幸
一 

吉
本
　
得
壽 

  

入
川
　
　
清 

有
友
　
政
夫 

平
口
　
建
夫 

斉
藤
　
文
明 

谷

　
　
博 

宮
地
　
　
淳 

杉
本
　
勝
利 

沖
屋
　
庄
亮 

山
本
　
　
卓 

谷
口
　
　
統 

竹
本
　
重
幸 

豊
永
　
伸
行 

前
田
進
一
郎 

佐
竹
久
美
子 

  

川
田
　
賢
助 

野
口
　
雅
行 

松
岡
　
征
雄 

森
田
　
　
茂 

北
岡
　
章
右 

松
本
　
　
登 

北
岡
　
康
美 

松
岡
　
　
侃 

飯
田
　
金
好 

布
　
　
良
一 

小
笠
原
カ
ネ
イ 

岡
田
　
秀
明 

渡
辺
　
　
続 

土
居
　
和
美 

上
岡
　
千
穂 

武
内
と
み
子 

 

竹
村
　
　
正 

西
岡
　
清
子 

岡
村
　
泰
子 

三
浦
　
　
喬 

横
山
　
恵
子 

永
野
は
や
子 

西
尾
　
妙
子 

谷
本
　
定
雄 

山

　
猛
住 

近
藤
　
一
弘 

黒
岩
　
　
剛 

田
辺
　
　
伝 

岡
村
　
　
求 

鍋
島
　
俊
一 

岡
崎
　
和
身 

伊
与
田
徹
喜 

伊
与
田
之
夫 

土
合
恵
美
子 

中
平
　
康
哲 

永
野
　
　
都 

弘
田
　
和
行 

  

田
辺
　
千
枝 

谷
本
　
花
香 

三
石
　
　
貢 

遠
山
　
包
子 

松
本
　
典
子 

東
　
　
正
世 

白
柿
　
藤
男 

森
本
　
時
子 

伊
勢
脇
弘
子 

山
崎
　
良
茂 

佐
竹
千
代
美 

佐
竹
　
紀
子 

谷
田
　
繁
美 

上
屋
　
宮
子 

中
川
　
利
恵 

村
松
富
美
子 

安
光
　
嘉
澄 

佐
竹
千
代
子 

今
城
美
恵
子 

北
岡
江
里
子 

今
城
　
留
美 

樋
永
　
良
水 

稲
田
　
沢
子 

押
谷
　
芳
吾 

推進員の皆さん 推進員の皆さん 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

（
本
　
　
庁
） 

地
球
環
境
課 

　
　
　
　
　  

�� (

３
４) 

６
１
２
６ 

（
総
合
支
所
） 

住
　
民
　
課 

　
　
　
　
　  

�� (

５
２) 

１
１
１
１ 

① ごみをできるだけ減らす（リデュース） 
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース） 
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル） 

! !! !! !３Ｒでごみ減量 ３Ｒでごみ減量 ３Ｒでごみ減量 
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市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 



　
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進

す
る
た
め
、太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住
宅
用
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ

る
人
に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
制
度 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ 

　
先
に
配
布
し
ま
し
た
四
万
十
市
洪
水
・
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ご
家

庭
や
防
災
組
織
の
学
習
会
な
ど
で
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
記
載
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
次
の
と
お
り
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

■
収
容
避
難
所
に
つ
い
て 

　
市
が
指
定
し
て
い
る
収
容
避
難
所
を
掲
載

し
た
も
の
で
す
。
災
害
時
に
は
市
の
誘
導
な

ど
に
従
っ
て
洪
水
状
況
な
ど
を
十
二
分
に
確

認
の
上
、
一
時
避
難
場
所
（
表
参
照
）
や
指
定

し
た
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
浸
水
想
定
区
域
の
表
示
に
つ
い
て 

　
浸
水
想
定
区
域
の
表
示
は
各
河
川
が
２
０

０
ｍ
ご
と
に
決
壊
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、

浸
水
が
0.5
ｍ
未
満
、
0.5
〜
１
ｍ
、
１
〜
２
ｍ
、

２
〜
５
ｍ
、
５
ｍ
以
上
の
場
合
の
浸
水
想
定

区
域
を
そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
し
て
表
示
し
て
い

ま
す
。
被
害
の
範
囲
を
限
定
し
た
り
、
一
体
的

に
発
生
す
る
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

■
市
役
所
新
庁
舎
の
災
害
時
の
活
用
に
つ
い
て 

　
災
害
時
、
新
庁
舎
は
災
害
対
策
本
部
と
し

て
機
能
し
ま
す
。
ま
た
庁
舎
内
の
会
議
室
な

ど
は
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
行
う
一
時
避
難

場
所
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。 

  

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 
  

　
総
務
課
　
防
災
係  

�
（
３
５
）２
０
４
４ 

※ 被災状況により市役所新庁舎、地区集会所、保育所などの公共施設も、一時避難場所として指定します。 

【中村地域における洪水時の一時避難場所（抜粋）】 

地
区 中　村 下　田 東 山 蕨 岡 八束 後

川 

大
川
筋 中　筋 東 中 筋 具 同 

場
　
　
　
所 

中
村
高
等
学
校
新
校
庭 

文

化

セ

ン

タ

ー

 

中

村

南

小

学

校

 

中

央

公

民

館

 

旧
西
南
病
院(

梼
の
木
福
祉
会) 

井

沢

公

園

 

岩
城
目
四
所
神
社
下（
学
校
跡
） 

下

田

中

学

校

 

有

隣

公

園

 

県
立
土
佐
西
南
大
規
模
公
園 

東

山

小

学

校

 

幡

多

農

業

高

等

学

校

 

中

村

養

護

学

校

 
蕨

岡

小

学

校

 
蕨

岡

保

育

所

 

土
佐
中
村
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ム
構
内 

中

村

西

中

学

校

 

自

由

ヶ

丘

公

園

 

自

由

ヶ

丘

第

２

公

園

 

東

中

筋

小

学

校

 

東

中

筋

中

学

校
 

江

ノ

村

集

会

所
 

森

沢

集

会

所

 

中

筋

小

学

校

 

中

筋

中

学

校

 

中

筋

保

育

所

 

有

岡

老

人

憩

い

の

家

 

八

束

小

学

校

 

八

束

中

学

校

 

利

岡

小

学

校

 

鵜

の

江

集

会

所

 

【
注
　
意
】 

　
申
請
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
着
手
前
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
開
始
後
の
申
請
で
は
補
助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

● 

補
助
対
象
者 

　 

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人 

　 

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人 

　 

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

● 

補
助
金
額 

　 

出
力
１
kw
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
ま
で
） 

 

● 

申
請
方
法 

　 

申
請
書
は
本
庁
地
球
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。 

　 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

　 

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
本
庁
地
球 

　 
環
境
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
） 

 

● 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先 

● 

　 

地
球
環
境
課
　
�
（
３
４
）６
１
２
６ 
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障害福祉サービス相談支援事業 障害福祉サービス相談支援事業 障害福祉サービス相談支援事業 
　市では、障害を持つ人やその家族が安定した日常生活が続けられるよう、その障害の特性に応じた必要な情報の
提供や助言、またその他の障害福祉サービスの利用ができるよう、次の事業所に相談窓口の依頼をしています。 
　日ごろから困っていることや悩んでいることがありましたら、お気軽にご相談ください。 

問い合わせ先　（本庁）福祉事務所　社会福祉係　�（３４）１１２０ 

◆  相談支援事業所 

（知　的） 
（身　体） 
 
（精　神） 

�（３５）４０９２ 
�（３４）３６４１ 
�0880（66）2212 
�（３５）４８５３ 
�0880（63）3053

古津賀1801－1 
東町2丁目4－13 
宿毛市山奈町芳奈3365 
駅前町4番14号 
宿毛市幸町2番16号 

相談支援事業所ほゝえみ 
四万十市社会福祉協議会相談支援事業所 
幡多希望の家相談支援センター 
相談支援事業所かけはし（サテライト） 
相談支援事業所かけはし（本所） 

子
ど
も
手
当
の

子
ど
も
手
当
の
「
現
況
届
」

「
現
況
届
」
提
出
提
出 
子
ど
も
手
当
の

子
ど
も
手
当
の
「
現
況
届
」

「
現
況
届
」
提
出
提
出 
子
ど
も
手
当
の
「
現
況
届
」
提
出 

重度心身障害児・者医療費助成制度 

　
平
成
22
年
度
か
ら
、「
児
童
手
当
制
度
」に
代
わ
り
、新
た

に
「
子
ど
も
手
当
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人
は「
現
況
届
」の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。（
該

当
す
る
人
に
は
、現
況
届
を
送
付
し
て
い
ま
す
。） 

　
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

※
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
、
新
規
認
定
請
求
を
し
た

　
人（
額
改
定
認
定
請
求
は
除
く
）は
現
況
届
の
提
出
は
必

　
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

提
出
期
間 

　
６
月
２
日（
水
）〜
30
日（
水
）　
土
日
は
除
く 

　
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
12
時
〜
13
時
は
除
く 

必
要
な
も
の 

　
①
送
付
し
た
現
況
届 

　
②
印
鑑 

　
③
請
求
者（
受
給
者
）の 

　
　
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
会
社
員
の
場
合
） 

 

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
重
度
心
身
障
害
児
・
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、

重
度
心
身
障
害
児
・
障
害
者
が
医
療
を
受
け
る
と
き
、

国
民
健
康
保
険
等
で
対
象
と
な
る
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。 

 

◆
支
給
対
象
者 

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２
級
の
交

　
　
付
を
受
け
て
い
る
人 

　
・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
１(

最
重
度)

ま
た

　
　
は
Ａ
２(

重
度)

と
判
定
さ
れ
た
人 

　
・
18
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

　
　
４
級
を
所
持
し
、
療
育
手
帳
Ｂ
１(

中
度)

の
知

　
　
的
障
害
と
認
定
さ
れ
た
合
併
障
害
の
人 

◆
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合 

　
65
歳
以
上
で
平
成
15
年
10
月
以
降
、
新
た
に
重
度

　
　
障
害
者
の
認
定
を
受
け
た
人 

 

　(

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
を
除
く) 

 

　
現
在
世
帯
に
21
年
度
市
民
税
課
税
者
が
い
る
た

め
支
給
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人
で
、
22
年
度
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
６
月
中
に
福
祉
事
務
所
で
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

持
参
す
る
も
の 

　
障
害
者
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑 

（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所
　
家
庭
福
祉
係 

�
（
３
４
）１
８
０
１ 

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
） 

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

提
出
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先 

（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所 
家
庭
福
祉
係 

�
（
３
４
）１
８
０
１ 

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
） 

�
（
５
２
）１
１
３
２ 

問
い
合
わ
せ
先 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 
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し

く
ら
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「
禁
煙
」に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

�（34）2126

市
民
病
院
の「
お
宝（
？
）」を
鑑
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

　
５
月
１
日（
土
）、東
京
池
袋
の

ア
ム
ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
に
て
、テ

レ
ビ
東
京
製
作
の
「
開
運
・
な
ん

で
も
鑑
定
団
・
名
画
鑑
定
大
会
」

に
出
場
し
、市
民
病
院
が
所
有
す

る
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
画
家
ベ
ル

ナ
ー
ル
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
絵
画「
ロ

ン
ド
ン
・
タ
ワ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
」を

鑑
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当

日
は
、看
護
師（
岡
上
）が
代
表
で

出
品
し
、ま
た
総
勢
４
名
の
大（
？
）

応
援
団
が
、「
四
万
十
市
」
や
「
医

師
募
集
」な
ど
の
応
援
幕
で
全
国
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
ま
し
た
。 

　
全
６
組
が
出
場
し
た
鑑
定
依
頼
の
中
で
、当
院
の
ア
ピ
ー
ル
が
良
か
っ
た

の
か
、
み
ご
と
「
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
」
に
輝
き
、
副
賞
と
し
て
石
坂
浩
二
さ
ん
直
筆
サ

イ
ン
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
関
東
地
区
で
の
放
送
は
６
月
１
日（
火
）の

予
定
で
す
が
、
高
知
県
で
は
６
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
55
分
か
ら
テ
レ
ビ
高
知
で
放
送
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
鑑
定
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、皆
さ
ま
、ぜ
ひ
放
送

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、今
回
の
出
場
を
記
念
し
て
、鑑
定
依

頼
の
ベ
ル
ナ
ー
ル･

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
絵
画
と

石
坂
浩
二
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
イ
ラ
ス
ト
を
、

市
民
病
院
の
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
い
た
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
ら
ん
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
タ
バ
コ
が
健
康
に
悪
い
の
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

は
ず
。
タ
バ
コ
は
自
ら
の
健
康
を
害
す
る
だ
け
で
は
な

く
、家
族
や
周
囲
に
も
健
康
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

　
禁
煙
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
、
ま
た
周
囲
か
ら
禁

煙
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
禁
煙

が
難
し
い
の
は
、
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
強

い
依
存
性
を
も
つ
か
ら
で
す
。 

　
現
在
で
は
喫
煙
す
る
習
慣
の
本
質
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」と
い
う
、治
療

が
必
要
な
病
気
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、ニ
コ
チ
ン
が
数
秒
で
脳
に
達
し
、依
存
性
を
引
き
起
こ

す
物
質（
＝
ド
パ
ミ
ン
）を
放
出
さ
せ
ま
す
。ド
パ
ミ
ン
が
低
下
す
る
と
、喫
煙

者
に
は「
も
う
一
度
タ
バ
コ
が
吸
い
た
い
！
」と
い
う
欲
求
が
生
じ
ま
す
。そ

の
た
め
、次
の
一
本
を
吸
っ
て
快
感
を
得
て
も
、さ
ら
に
次
の
一
本
が
欲
し
く

な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。こ
の
状
態
が「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症（
＝
喫

煙
の
習
慣
）」な
の
で
す
。 

　
風
邪
を
自
分
の
意
思
で
治
せ
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、病
気
で
あ
る「
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
」を
自
ら
の
意
思
だ
け
で
治
す
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、市
民
病
院
で
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」を
治
す
た
め
の
設
備
な
ど

を
整
え
、禁
煙
治
療
が
健
康
保
険
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に「
禁
煙
外
来
」

を
始
め
ま
し
た
。 

　
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ま
た

そ
の
初
め
の
一
歩
が
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
方
、
ど
の
よ
う
な
些
細
な
事
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、気
軽
に
市
民
病
院「
禁

煙
外
来 

�
（
３
４
）２
１
２
６（
代
表
）」ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

※
５
月
号
の
広
報
で
は
禁

煙
外
来
を
毎
週
火
曜
日
午

後
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

６
月
か
ら
木
曜
日
の
午
前
中

と
な
り
ま
す
。
予
約
が
必

要
で
す
。 
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高知医療センター事務局医事課 
�０８８（８３７）６７６０ 
　内線　３４５５ 

「最近の胃がん診療　？診断と治療の実際？」  

　高知医療センター　一般外科・乳腺内分泌外科 医長　尾崎和秀  

「最近の肺がん治療」  

　高知医療センター　呼吸器外科 科長　岡本　卓  

「整形外科で治療するがん」  

　高知医療センター　整形外科 医長　米田泰史 

　　　　　　　　　  

日　時　７月３日（土）14時～16時30分  

場　所　高知はたＪＡ会館４Ｆ大ホール  

入場料　無料 

高知医療センター地域がん診療連携拠点病院公開講座 

人とのつきあいがどうもうまくいかない。 
いろんなことを考えてしまって、よく眠れない。 
なにをするのもいやになり、家にとじこもっている日々が続いている。 
…など、心にゆとりが無くなって、悩んだりしていませんか。 
そんな時、お気軽にご相談ください。 

問 

国民健康保険税の軽減・課税限度額 国民健康保険税の軽減・課税限度額 国民健康保険税の軽減・課税限度額 
●
22
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て 

　
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
本
人
の
意
思
と
関
係
な
く
職
を
失
っ
た
人
に
対
し
、申
告

に
よ
り
平
成
22
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。 

▽
対
象
と
な
る
人 

　
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
ま
た
は
こ
れ
か
ら
加
入
す
る
人
で
、次

　
の
①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
人 

　
　
①
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降 

　
　
②
離
職
日
に
65
歳
未
満 

　
　
③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
番
号
が「
11
・
12
・
21
・
22
・

　
　
　
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」（
特
例
受
給
資
格
者
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。） 

▽
軽
減
の
内
容 

　
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
翌
年
度
３
月
分
ま
で
、該
当
す
る
人
の
前

　
年
給
与
所
得
を
100
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
決
定
し
ま
す
。 

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
保
険

　
証（
こ
れ
か
ら
国
保
に
加
入
す
る
人
は
不
要
）・
印
鑑
を
用
意
し
て
、税
務
課
市
民

　
税
係
ま
た
は
西
土
佐
総
合
支
所
総
務
課
税
務
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
　 

●
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
に
つ
い
て 

　
22
年
度
の
課
税
限
度
額
を
、医
療
分
50
万
円（
現
行
47
万
円
）、支
援
金
分
13
万

円（
現
行
12
万
円
）に
改
正
し
ま
し
た
。な
お
、介
護
分
10
万
円
に
つ
い
て
は
現
行

ど
お
り
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て 

　
　
　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
国
保
係
　
�
（
３
４
）１
１
１
４ 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て 

　
　
　（
本
　
　
庁
）税
務
課
　
市
民
税
係
　
　
�
（
３
４
）１
１
１
２ 

　
　
　（
総
合
支
所
）総
務
課
　
税 

務 

係
　
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

問
い
合
わ
せ
先 

心の健康相談 ・・・・ひとりで悩んでいませんか？ 

保健師などによる電話相談・面接相談は随時お受けしています。 

（本　　庁）保健介護課　保健衛生係　　�（３４）１１１５ 
（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）　�（５２）１１３２ 
幡多福祉保健所　健康障害課　精神保健福祉担当　�（３４）５１２４ 

相談窓口 
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保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を ６ 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 
13:30～15:00 

9:00～12:00　13:00～17:00 

9:30～10:30　13:30～14:30 

9:30～10:00 

10:30～11:00 

13:30～14:00 

14:30～15:00 

16:00～16:30 

19:00～20:30 

9:30～10:30　13:30～14:30 

13:30～15:30 

9:30～10:00 

10:30～11:00 

13:30～14:00 

15:00～15:30 

12:50～13:30 

13:30～15:30 

13:30～15:30 

午前中 

9:30～11:30 

12:50～13:30 

9:30～11:00　13:00～14:30 

9:30～11:00 

13:00～14:30 

個別通知 

個別通知 

9:30～10:00 

11:00～11:30 

9:30～10:00 

11:00～11:30 

14:00～14:30 

15:30～16:00 

9:00～11:00 

8:00～10:30 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

8:00～10:30 

12:50～13:30 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

8:00～10:30 

13:30～15:00 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

10:00～11:30 

9:00～11:00 

12:50～13:30

健康管理センター 

四万十市役所 

竹島集会所 

本村集会所 

江川流域交流センター 

方の川集会所 

西ヶ方集会所 

下方集会所 

宮地集会所 

水戸公民館 

健康管理センター 

下家地集会所 

中家地集会所 

須　集会所 

薮ヶ市集会所 

健康管理センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

西土佐地域内 

西土佐保健センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

中村地域 

中村地域 

大宮上集会所 

大宮中集会所 

橘集会所 

津野川集会所 

津賀集会所 

大宮下集会所 

西土佐分署横 

市立文化センター 

旧権谷小学校体育館 

半家天満宮集会所 

市立文化センター 

健康管理センター 

奥屋内下集会所 

口屋内出張診療所 

市立文化センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

健康管理センター 

具同体育センター 

JA高知はた西土佐支所 

健康管理センター 

健康相談 

親子子育て相談　注1 

特定健診（生活習慣病健診）　注2 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

地区学習会（健康相談セット） 

特定健診（生活習慣病健診）　注2 

妊婦教室 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

3歳児健診 

妊婦教室 

妊婦教室 

狂犬病予防注射（ひろい） 

ぴよっこクラブ（親子の集う場） 

乳児健診 

乳幼児（赤ちゃん）相談 

ママタッチ教室 

離乳食相談 

狂犬病予防注射（ひろい） 

狂犬病予防注射（ひろい） 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

ひまわり健診報告会 

定例健康相談 

胃がん検診 

ひまわり健診 

ひまわり健診 

胃がん検診 

乳児健診 

ひまわり健診 

ひまわり健診 

胃がん検診 

健康相談 

乳幼児（赤ちゃん）相談 

ママタッチ教室 

マム＆チルドレン 

出張健康相談 

1歳9ヵ月児健診 

 

 

下田 

 

 

 

 

 

 

下田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村街 

 

 

中村街 

 

 

 

後川 

6月14日（月） 

 

 

 
 

6月15日（火） 

 

 

 

 

6月16日（水） 

 

 

6月17日（木） 

 
 

6月18日（金） 

6月20日（日） 

6月22日（火） 

 

6月23日（水） 

 

 
 

6月24日（木） 

 
 

6月28日（月） 
 

6月29日（火） 

 

 

6月30日（水） 

 
 

7月 5日（月） 

 

7月 6日（火） 

 

 
 

7月 7日（水） 

 
 

7月 8日（木） 

7月12日（月） 
 

7月13日（火） 

 

7月14日（水） 
 

7月16日（金） 

注1）事前予約が必要です。 

注2）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人及び40歳以上の協会けん

　　ぽ加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。     

※6月11日までの計画については、広報四万十5月号に掲載しています。 

◆問い合わせ先◆（本庁）保健介護課  �　(34)1115　（総合支所）保健課　�　(52)1132
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※接種の際は、必ず事前に受託医療機関にお問い合わせのうえお出かけください。 

市内の日本脳炎予防接種受託医療機関  

�（５２）１０１１ 

�（３７）２２５５ 

�（３５）５１１２

�（３４）１２１１ 

�（３４）３１７７ 

�（３４）５１００ 

 

四万十市国保西土佐診療所 

さたけ小児科 

こいけクリニック 

木俵病院 

中村病院 

中村クリニック（小学生以上） 

　日本脳炎の定期予防接種は、平成１７年５月から接種の積極的な勧奨を差し控えておりましたが、このたび厚
生労働省の通知により、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（新しいワクチン）について、第１期の標準的な接種期間
に該当する人（平成２２年度においては、３歳に対する初回接種）に対して接種の積極的な勧奨を再開すること
となりました。 

①平成２２年度は、４月１日現在で３歳のお子さんと、

　本年度３歳に到達するお子さんに順次（毎月）個別通

　知を行います。（平成18年4月2日～20年4月1日生） 

②①に該当しない人でも７歳６ヶ月未満の人であれば

　定期予防接種として接種することができます。 

　予防接種を希望する人は、予診票を発行しますので、

　母子健康手帳を確認のうえ、保健介護課または総合支

　所保健課へご連絡ください。 

※接種料金は無料です。（７歳６ヶ月未満が該当） 

日本脳炎の定期予防接種（対象：小児） 

◎狂犬病予防注射はお済みですか？ 
　狂犬病の予防注射を追加実施します。 
　４月、５月に飼い犬の予防注射を受けられなかった人は、必ず受けるようにしてください。 

　集合注射は６月が最後になります。集合注射を
受けられなかった場合は、幡多郡内の動物病院で
必ず受けてください。 
　また、集合注射の際に新規登録もできます。登録
していない犬については必ず登録をしてください。 

※犬の登録を済ませている場合は、登録料は必要

　ありません。 

※当日は、問診票を持って来てください。 

　（登録済の犬のみ） 

※必ず指定した時間までにお集まりください。　

　時間をすぎれば次の場所に移動します。 

◎料金は、登録３，０００円、注射３，０００円です。 

（本庁）保健介護課　�（３４）１１１５　　（総合支所）保健課　�（５２）１１３２ 

中村地域　■６月２８日（月） 

中村地域　■６月２４日（木） 西土佐地域　■６月２３日（水） 

問い合わせ先 

時　　　間 

9 : 0 0～ 9 : 0 5  

9 : 1 5～ 9 : 2 0  

9 : 4 0～ 9 : 4 5  

1 0 : 1 0～10 : 1 5  

1 0 : 2 5～10 : 3 0  

1 0 : 4 5～10 : 5 0  

1 1 : 1 5～11 : 2 0  

1 1 : 3 0～11 : 3 5  

1 1 : 4 5～11 : 5 0  

1 1 : 5 5～12 : 0 0  

1 3 : 1 0～13 : 1 5  

1 3 : 3 5～13 : 4 0  

1 3 : 5 5～14 : 0 0

場　　　　　所 

古津賀第２団地集会所前 

古津賀１丁目４号公園前（ダイソー裏） 

下田貴船神社前 

安並運動公園入口 

蕨岡生活改善センター前 

富山地区集会所前 

田野川（井の上橋元） 

利岡小学校前 

大川筋診療所前 

手洗川（佐竹悦久宅前） 

有岡（旧ＪＡ中筋出張所前） 

楠島（ＪＡ中村西部事業所前） 

森沢集会所前 

時　　　間 

9 : 0 0～ 9 : 0 5  

9 : 1 5～ 9 : 2 5  

9 : 4 0～ 9 : 5 0  

1 0 : 1 0～10 : 1 5  

1 0 : 2 5～10 : 3 0  

1 0 : 5 5～11 : 0 0  

1 1 : 2 0～11 : 4 0

場　　　　　所 

入田（楠の木元） 

田黒（まなびの館前） 

自由ヶ丘団地（東公園前） 

下木戸集会所前 

間崎集会所前 

不破八幡宮前 

市立文化センター東側駐車場 

時　　　間 

9 : 10～ 9 : 15  

9 : 25～ 9 : 35  

9 : 40～ 9 : 45  

9 : 55～10 : 00  

10 : 15～10 : 20  

10 : 35～10 : 40  

10 : 50～10 : 55  

11 : 10～11 : 15  

11 : 20～11 : 25

場　　　　　所 

津野川小学校 

津賀集会所前 

須　集会所前 

大宮上集会所前 

西ヶ方駅前 

本村小学校下 

権谷せせらぎ交流館前 

西土佐総合支所前 

用井集会所 



　
高
知
県
で
は
、六
月
を「
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
、
な
ん

だ
か
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
共
同
参
画
と

は
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
と
い

う
固
定
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
、
男
女
が
お
互
い
に
社
会
の
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う

意
識
を
持
つ
こ
と
な
の
で
す
。 

　
で
は
、
具
体
的
に
男
女
共
同
参
画

を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

●
家
庭
で
は 

　
結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け

る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。で
も
、家

事
、育
児
、介
護
な
ど
家
庭
生
活
の
こ

と
は
女
性
の
仕
事
と
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
？ 

　
女
性
も
男
性
も
協
力
し
合
い
家
族

全
員
が
役
割
分
担
す
れ
ば
、楽
し
み
は
、

共
有
す
る
こ
と
で
倍
以
上
に
、
反
対

に
負
担
は
、
み
ん
な
で
分
け
合
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
い
ま
一
度
、
現
在
の
家
庭
生
活
の

役
割
分
担
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
●
職
場
で
は 

　
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
た
い
男

性
の
割
合
が
３
割
を
超
え
て
い
る
こ

と
は
ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
で
も
、
実
際
に
男
性
の
育
児
休
業

取
得
率
は
１
・
２
％
程
度
で
す
。 

　
仕
事
優
先
の
役
割
分
担
意
識
や
男

性
が
育
休
を
取
り
に
く
い
職
場
環
境

な
ど
多
く
の
阻
害
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
男
性
も
女
性
も
仕
事
と
子
育
て

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
え
る
職
場
づ
く

り
を
す
す
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
女
性
も
男

性
も
と
も
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
自
分
の
意
思
と
責
任
で

自
由
に
生
き
方
を
選
択
で
き
る
、
多

様
な
価
値
観
を
認
め
合
え
る
社
会
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

六
月
は
高
知
県
の

六
月
は
高
知
県
の「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」

「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」で
す
で
す 

六
月
は
高
知
県
の「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」で
す 

※
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る 

　
問
い
合
わ
せ
は 

 （
市
）人
権
啓
発
課 

　
働
く
婦
人
の
家 

　
�
（
３
５
）１
０
３
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 （
県
）県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課 

　
�
０
８
８（
８
２
３
）９
６
５
１ 

 

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ソ
ー
レ 

　
�
０
８
８（
８
７
３
）９
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ま
で 

　
７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。 

　
こ
の
運
動
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
行
動
目
標
を
「
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

地
域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う
」
と
し
、
重

点
事
項
に
「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
」
を
掲

げ
、全
国
的
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

◎実施委員会の主なメンバー 
保護司会・人権擁護委員・四万十わかば更生保護女性会・区長会・身体障害
者連盟・民生委員児童委員協議会・中村女性団体連絡協議会・連合婦人会・
中村警察署・社会福祉協議会・四万十市・四万十市教育委員会など 

（市）人権啓発課 働く婦人の家 �（３５）１０３５ 
（市）教育委員会西土佐事務所 �（５２）２３１２ 

中村地域 

月　日 内    　容 月　日 内    　容 

西土佐地域 

7/ 1（木） 
 
 
 
 
 
7/ 9（金） 
 
7/31（土)

・出発式 
　場所：働く婦人の家玄関前 
・街頭啓発 
　フジグラン四万十 
　サニーマート 
　天神橋アーケード 

・無縁墓地の清掃 
 
・研修・市内一斉健全育成パトロール 

・出発式 
　場所：西土佐総合支所 
・市内巡回広報 

 
・市内巡回広報 
 
・市内巡回広報 

7/ 2（金） 
 
 

 
7/ 9（金） 
 
7/23（金)

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

※市民のみなさんのご協力をお願いします。 

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　 

０
８
８（
８
２
２
）３
５
０
３ 

「子どもの人権１１０番」強化週間 
　
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
や
家
庭
、
友
達
関
係
の
悩
み
ご

と
な
ど
、何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
　
　
時 

　
６
月
28
日（
月
）〜
７
月
４
日（
日
） 

　
８
時
30
分
〜
19
時 

　
　
　
　（
土
・
日
は
10
時
〜
17
時
） 

開
設
場
所 

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　（
高
知
市
小
津
町
４
｜ 

30
） 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０ 

取
扱
内
容 

　
い
じ
め
、体
罰
、児
童
虐
待
等
子

ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題 

そ
の
他 

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。 

全国一斉 
問
い
合
わ
せ
先 

問い合わせ先 

講演会開催予定（日程未定） 
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保育所名 月　　日 駐車場 時　間 

育児相談　相談日／月～金曜日 9:00～12:00、13:00～17:00

園庭開放 

　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽にご相談ください。 

　電話相談だけでなく、直接来所しての相談にも応じます。　　 

　家庭児童相談員による育児相談も行っています。（毎月第3火曜日　9:30～11:30） 

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 
“ぽっぽ” “ぽっぽ” “ぽっぽ” 

その他の活動 
ぴよちゃんクラブ　①②〔離乳食試食会〕 

〔七夕製作〕 

　基本となる食材を使って中期～後期にかけての離乳食を栄養士

さんが作ってくれ試食をします。 

※参加を希望される人は6月11日（金）までに子育て支援センター

までご連絡ください。初めて参加される人も大歓迎です。 

時 

場 

①②６月15日（火）　9:30～11:30 

子育て支援センター 

簡単な七夕飾りを、お母さんと一緒に作って笹に飾るョ！ 

願い事も考えて来てね！ 

時 

場 

①7月1日（木）、　②2日（金）　9:30～11:30 

子育て支援センター 

〔はじめての水あそび〕 

①②グループ一緒にするョ。みんなでちゃぷちゃぷ・・初めての水あ

そびを楽しもう！ 

時 

場 

7月12日（月）　9:30～11:30 

子育て支援センター 

お誕生会 

６月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしようね。 

時 

場 

［1 、2 、3 歳児］　6月29日（火）9:30～11:30 

［ぴよちゃんクラブ］　6月30日（水）9:30～11:30 

子育て支援センター 

［1 、2 、3 歳児］　7月6日（火）9:30～11:30 

［ぴよちゃんクラブ］　7月7日（水）9:30～11:30 

子育て支援センター 

七夕祭り 

みんなでにぎやかに七夕祭りを楽しみましょう。歌や踊りも一緒に

するよ♪みんなの願い事もかなうといいね！ 

時 

場 

親子ふれあい活動 　１・２・３歳児対象 

もみじ保育所の砂場やすべり台で遊ぼう♪ 

保育所のお友達といっしょにリズムもするよ！ 

もみじで遊ぼう　①②③ 

時 

場 

①６月１６日（水）、②１７日（木）、③１８日（金） 9:30～11:30 

子育て支援センター分室（もみじ保育所内） 

時 

場 

①6月22日（火）、②24日（木）、③25日（金）　9:30～11:30 

子育て支援センター 

七夕飾りを作ろう！色紙を切ったり、貼ったりして、お母さんと一

緒に作るョ。願い事も考えて来てね。 

七夕製作①②③ 

時 

場 

①7月13日（火）、②15日（木）、③16日（金）　9:30～11:30 

子育て支援センター 

牛乳パックを使ってジョーロを作るョ・・・お母さんと一緒にプー

ルで遊ぼうね！　※牛乳パック（１�）を持って来てね！ 

おもちゃを作って水あそび①②③ 

問い合わせ先 

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

●●管理栄養士からのメッセージ●● 

作
り
方 

（西土佐診療所　管理栄養士　篠田知佐） 

①  米は炊く３０分以上前に洗って、ざるにあげておく。 
②  新しょうがはせん切りにする。 
③  油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、せん切りにする。 
④  炊飯器に全材料を入れてひと混ぜし、普通に炊く。 

■香味野菜は、肉や魚介類の臭み消しや香りづけなど、脇役的な野菜ですが、料理

を左右する存在です。しょうがには際立った栄養成分は少ないものの、特有の辛み

成分は、新陳代謝を高め、発汗作用を促します。また、香り成分は食欲を増進させ、

疲労回復に役立ちます。この辛味や香り成分には、抗酸化作用もあるといわれてい

ます。 

栄養成分　【１人分】 
エネルギー：297kcal 
たんぱく質：6.1ｇ 
塩　　　分：1.2ｇ 

所要時間約１０分(炊飯時間除く)

　この時期に出回る新しょうがは、辛味が弱いのが特徴です。甘酢漬けにしたり、

ごはんといっしょに炊いたりと大いに利用しましょう。 

【材料４人分】 

しょうがごはん 

※雨天の場合は中止します。 

もみじ保育所 

あおぎ保育所 

下田保育所  

竹島保育所  

古津賀保育所 

具同保育所  

八束保育所  

東中筋保育所 

６月２１日 

７月　８日 

６月１６日 

７月１０日

６月１６日

６月１６日 

７月１４日 

６月１６日 

７月１５日 

６月２１日 

７月１２日 

月 

木 

水 

土 

水 

水 

水 

水 

木 

月

月 

なし 

数台分有 

    〃      

    〃      

    〃      

    〃      

    〃      

    〃     

 

10：00～11：00 

  9：30～10：30 

10：00～11：00 

  9：30～10：30 

  9：30～10：30 

  9：30～10：30 

  9：30～10：30 

  9：30～10：30

　　　　　　　　　　　  休所のお知らせ 

6月23日（水）午前中は、西土佐出張の為お休みさせていただきます。 

※新たに参加を希望される人は、準備などの都
合がありますので、あらかじめご連絡ください。
①など番号の付いている活動は、各日程ごとにグループ
に分かれます。 
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市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

＊しょうがと油揚げは細いせん切りにするのがポイントです。 
 新しょうが………30g　薄口しょうゆ……大さじ１ 
油揚げ……１枚(20g)  酒………………大さじ１ 

だし汁 ………360ml 塩………………小さじ1/3 

米………………２合  ねぎ……………少々 



相
　
談 

相
　
談 

相
　
談 

問 中村公証役場 

 （３４）１７２８ 

今月は 

の納付月です 

市県民税　　期分 １ 

電話帳などに氏名がカタカ

ナや旧字で記載されている

高齢者と予想される人を対

象にして、警察官を装って

あらかじめ電話をかけて訪

問し、暗証番号を聞き出し

たうえキャッシュカードを

預かると称してお金を引き

出します。 

■ 
手　口 

不審な電話や訪問者があっ

た時には、すぐに中村署に

知らせてください。 

■ 
対　策 

広島県や石川県などのほか、

愛媛県でも発生しています。 

■ 
その他 

新しい手口の 
「振り込め詐欺」について 

問 中村地区地域安全協会 
（中村警察署内） 
　 （３４）０１１０ 

問 

問 

（本　　庁）総務課　　（３４）１８０４ 

（総合支所）総務課　　（５２）１１１１ 

高知地方法務局四万十支局 

　（３４）１６００ 

相
　
談 

問 
当公庫フリーコール　 

　 （０１２０）９１１９２７ 

　
遺
言
の
ほ
か
、相
続
、金
銭
・
不
動
産
の
貸
借
、離

婚
に
伴
う
養
育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高
齢
者

等
の
財
産
管
理
な
ど
の
相
談
を
無
料
・
秘
密
厳
守

で
行
い
ま
す
。 

 

担
　
当
　
高
知
地
方
法
務
局
所
属 

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
公
証
役
場
公
証
人 

日
　
時
　
６
月
20
日（
日
）　
９
時
〜
17
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
組
約
50
分
） 

場
　
所
　
中
村
公
証
役
場 

　
　
　
　（
中
村
大
橋
通
６
丁
目
３
ー
７
） 

 

　
＊
事
前
予
約
制
　
平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

日曜・遺言等公証法律相談 

　
国
や
県
、市
の
仕
事
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、そ
の
解

決
や
実
現
を
図
る
た
め
、
行
政
相
談
委
員
（
総

務
大
臣
の
委
嘱
）に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
相
談
は
定
期
相
談
の
ほ
か
、各
委
員
の
自
宅

等
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
費
用
は
無

料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 《
中
村
地
域
》 

〔
行
政
相
談
委
員
〕 

　
武
田
二
三
生
　
�
（
３
５
）６
４
１
４ 

　
佐
竹
　
　
猛
　
�
（
３
７
）２
６
２
８ 

 

日
　
時
　
６
月
21
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
13 
時
〜
16 
時 

場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

行政相談所 

　
人
権
擁
護
委
員
が
、
金
銭
・
相
続
・
借
地
借
家
・

結
婚
・
離
婚
・
交
通
事
故
・
裁
判
費
用
な
ど
人
権
に

関
す
る
問
題
を
無
料
と
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。 

 

日
　
時
　
７
月
14
日（
水
） 

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
　
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局 

　
　
　
　（
事
前
予
約
制
・
１
人
30
分
以
内
） 

特設人権相談所 

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店
農
林
水
産
事

業
の
担
当
者
が
、
農
業
に
関
す
る
借
入
相
談
、

経
営
全
般
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
の
相
談
を
無

料
で
行
い
ま
す
。 

 

日
　
時
　
６
月
24
日（
毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
） 

場
　
所
　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
本
所
３
階 

　
　
＊
相
談
は
事
前
に
フ
リ
ー
コ
ー
ル
で
予
約

　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。 

無料農業経営相談 
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教
室
・
講
座 

問 

申 

高知県弓道連盟幡多支部（野中）　　（３４）２５６０ 

（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内） 

　 （３４）２０７１ 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 

教
室
・
講
座 

問 
（市）人権啓発課　働く婦人の家 

 　 （３４）６２９９ 

初心者弓道教室 
　
高
知
県
弓
道
連
盟
幡
多
支
部
で
は
、初
心
者
弓
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
「
弓
の
道
」
へ
興
味

あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

期
　
　
間
　
７
月
１
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
毎
週 

月
・
木
曜
日 

19
時
〜
21
時（
10
回
） 

会
　
　
場
　
安
並
運
動
公
園
弓
道
場（
藤
柳
館
） 

参 

加 

料
　
１，
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
） 

　
　
　
　
　
※
７
月
１
日
の
開
講
式
に
集
め
ま
す
。 

対
　
　
象
　
一
般（
学
生
は
除
く
） 

定
　
　
員
　
30
人 

受
付
期
間
　
６
月
10
日（
木
）〜
26
日（
土
） 

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み 

そ 

の 

他
　
運
動
の
出
来
る
軽
装
で
お
越
し
く
だ 

　
　
　
　
　
さ
い
。 

　
※
参
加
申
込
者
少
数
の
場
合
は
教
室
を
中
止
す
る

　
　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日

時

 

 

場
　
　
所 

講
　
　
師 

対
　
　
象 

定
　
　
員 

受

講

料

 

用
意
す
る
も
の 

 

申
込
期
間 

窓
口
・
電
話
い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
土
・
日
の
ぞ
く
） 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

 

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。 ６

月
22
日
〜
７
月
20
日 

　（
毎
週
火
曜
・
全
５
回
）７
時
〜
８
時 

働
く
婦
人
の
家
　
１
Ｆ
　
軽
運
動
室 

シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ 

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性 

女
性
18
人 

無
料 

運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、運
動
靴

（
上
履
き
）、水（
水
筒
な
ど
） 

６
月
14
日（
月
）〜 

エアロビクス講座 

募
　
集 

四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局 
（中村地域） 
〒787-0008　四万十市安並4231　市民スポーツセンター内 
　（３４）０６０５　FAX （３４）４８９４ 
E-mail: sport@city.shimanto.lg.jp

１０月１７
日（日） 

開　催！ 
１０月１７

日（日） 

開　催！ 

 

第16回  

（西土佐地域） 
〒787-1603　四万十市西土佐用井1101-5　西土佐ふれあいホール内 
　（５２）１１１０　FAX （５２）１４４６ 
E-mail: n-culture@ city.shimanto.lg.jp

問 

申 

≪ボランティア募集≫ 

●期間・人員（予定） 
　１０月１５日（金）～１７日（日） 
　　　延べ１,２００名（中村地域） 
　　　延べ　 ３５０名（西土佐地域） 
 
●年齢 
　・原則として中学生以上 
　・高校生以下の方は親権者の承認が必要 
 
●支給物品（予定） 
　・スタッフジャンパー 
　（昨年までと同様のため、お持ちの人はご遠慮ください。） 
　・スタッフマニュアル 
　・弁当（支給されない業務もあります。） 

●申込期日　 
　 ７月２日（金）まで 
 
●申込方法　 
　大会事務局まで電話・FAX・メールで申し込み 
 
●その他 
　・事故への対応は、主催者側で掛ける保険の範囲内で対応
　 します。 
　・ボランティアの内容については事務局で決定します。 
　・昨年ご協力いただいた人も再度申し込みをお願いします。 
　・昨年の選手アンケートの結果をホームページに掲載
　 していますので、参考にしてください。 

スタート　１００kmの部　　５時３０分　四万十市立蕨岡中学校前 

　　　　　　６０kmの部　１０時００分　四万十町こいのぼり公園 

　第１６回大会を１０月１７日（日）に開催することが決定しました。全国からウルトラランナーを迎えるた
めに大会運営にご協力いただけるボランティアスタッフを募集します。 
　今年は、６０ｋｍの部の参加定員を２００人増やし、５００人にしましたので、受入準備や安全確保のため
にも昨年以上に多くのボランティアのご協力をお願いしなければなりません。 
　しかし、年々ボランティアの数が減少しており、このままでは大会運営に支障をきたす恐れが心配されます
ので、市民の皆さんのより一層のご協力をよろしくお願いいたします。 

参加定員　２,０００人　１００kmの部：１,５００人 

　　　　　　　　　　　　  ６０kmの部： ５００人 

申込期間　５月22日（土）～６月21日（月） 

ウルトラランナーは、あなたの声援を 
待っています！ 
ウルトラランナーは、あなたの声援を 
待っています！ 
ウルトラランナーは、あなたの声援を 
待っています！ 
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催
　
し 

問 
四万十川中央漁業協同組合　　　　　（３４）２４４６ 

（市）地球環境課 四万十川対策室 　 　（３４）１１７０ 

催
　
し 

問 四万十市観光振興連絡会議事務局　商工観光課　　（３４）１７８３ 

投網・投げ網道場 

　
左
記
の
日
程
で
、四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
野
球
選
手
を

目
指
し
夢
を
追
い
か
け
る
若
者
の
真
剣
な
プ
レ
ー

を
観
に
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス 

vs 

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス 

　
日  

時
　
６
月
19
日（
土
） 

　
　
　
　
・
第
１
試
合
　
９
時
　
開
場 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
　
試
合
開
始 

　
　
　
　
・
第
２
試
合
　
第
１
試
合
終
了
30
分
後 

 

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス 

vs 

三
重
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
ズ 

　
日
　
時
　
６
月
20
日（
日
） 

11
時
　
開
場 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
13
時
　
試
合
開
始 

  

　
場
　
所
　
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム 

　
入
場
料
　
大
人（
高
校
生
以
上
） 

　
　
　
　
　
当
日
１，
０
０
０
円【
前
売
り
８
０
０
円
】 

　
　
　
　
　
小
人（
中
学
生
以
下
） 

　
　
　
　
　
当
日

５
０
０
円【
前
売
り
４
０
０
円
】 

　
　
　
　
　
高
知
県
下
の
小
学
生
は
、無
料（
ド
リ
ー

　
　
　
　
　
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
）で
観
戦
で
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ま
も
無
料

　
　
　
　
　
で
す
。 

　
※
当
日
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
購
入

　
　
で
き
ま
す
。 

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所 

　
井
上
ス
ポ
ー
ツ（
中
村
京
町
１
丁
目
４
｜
１
） 

　
�
（
３
４
）１
２
１
５ 

　
※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
事
務
所 

　
　
�
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５
ま
で 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

四国・九州アイランドリーグ公式戦 

　
四
万
十
川
中
央
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
漁
業

組
合
員
、
一
般
の
遊
漁
者
（
特
に
初
心
者
歓
迎
）

を
対
象
と
し
た
投
網
道
場
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
組
合
員
・
遊
漁
者
の
皆
さ
ん
の
技
術
の
向
上
、

各
地
域
の
後
継
者
育
成
、
皆
さ
ん
の
情
報
交
換

の
場
所
と
し
て
も
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

　
な
お
、
最
終
日
に
は
投
網
・
投
げ
網
の
投
げ

取
り
の
競
技
会
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

場
　   

所
　
入
田
橋
詰
60
番
地（
投
網
道
場
） 

年 

会 

費
　
１，
０
０
０
円 

　
　
　
　
　
　（
18
歳
以
下
の
参
加
は
無
料
） 

開
催
日
時
　
７
月
11
日

７
月
25
日 

　
　
　
　
　
８
月
15
日

８
月
22
日 

　
　
　
　
　
９
月
12
日

９
月
26
日 

　
　
　
　
　（
７
月
・
９
月
は
、第
２
・
第
４
日
曜
日
、 

　
　
　
　
　
８
月
は
第
３
・
第
４
日
曜
日
） 

　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時 

受
付
時
間
　
９
時
〜
９
時
30
分 

　
　
　
　
　（
開
催
日
に
悪
天
候
の
場
合
に
は 

　
　
　
　
　
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま 

　
　
　
　
　
た
、
開
催
日
時
の
変
更
が
あ
る
場 

　
　
　
　
　
合
に
は
、
道
場
前
の
掲
示
板
で
お 

　
　
　
　
　
知
ら
せ
し
ま
す
。） 

お
知
ら
せ 

問 四万十いやしの里 

 （３１）５１１１ 

　
「
四
万
十
い
や
し
の
里
」
は
左
記
の
期
間
、
機
械
設
備

点
検
な
ど
の
た
め
休
館
し
ま
す
。 

 

　
６
月
22
日（
火
）11
時
〜
24
日（
木
）15
時 

「四万十いやしの里」休館 募
　
集 

問 

申 
（市）教育委員会　生涯学習課　　（３４）７３１１ 

　
市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
市
立

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
中
央
公
民
館
を
主
会

場
と
し
て
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も

よ
り
充
実
し
た
文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。 

 

募
集
部
門
　
舞
台
・
展
示
・
映
画
・
文
芸
・
講
演
・

　
　
　
　
　
茶
道
・
郷
土
芸
能 

申
込
締
切
　
６
月
30
日（
水
） 

※
文
化
祭
参
加
申
請
書
は
、生
涯
学
習
課（
市

　
立
中
央
公
民
館
内
）に
あ
り
ま
す
。 

第６回　四万十市文化祭 
参加団体募集 
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市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 

１０月１７
日（日） 

開　催！ 

問 申 

しまんと市民祭実行委員会事務局 

（本庁）商工観光課内　　（３４）１７８３ 

 踊り・提灯台パレード参加団体には補助制度もあります。 
　質問などありましたら事務局までご連絡ください。 

●なかむら踊り・しまんと提灯台パレード 
　参加団体（踊り子、提灯台担ぎ手） 
　団体募集締切　６月２２日（火） 

●全日本女郎ぐも相撲大会 
　中学生以下の参加者 
　８月１日（日）当日受付 ９時～１０時 

●ストリートパフォーマンス 
　前夜祭または花火大会でパフォーマンスを 
　行える団体または個人 
　募集締切　　前 夜 祭　７月１６日（金） 
　　　　　　　花火大会　８月　６日（金） 

イベント参加者募集中! !

19：00～21：00 

15：20～19：20 

19：00～21：30 

10：00～13：00 

16：00～21：00

前夜祭 

なかむら踊り 

しまんと提灯台 

第60回全日本女郎ぐも相撲大会 

納涼花火大会 

天神橋アーケード 

市街地 

　〃 

一條神社境内 

四万十川河川敷(お祭り広場)

実　施 

翌週に延期 

中　止 

翌日に順延 

翌日に順延 

雨天の場合 場　所 行　事  時間(予定)   期　日 

７月30日(金)

７月31日(土)

８月28日(土)

８月 1日(日)

お
知
ら
せ 

市立中央公民館 （月～金 ８時30分～17時15分）　　 　（３４）０１３０ 

市立児童館（火～土 10時～17時、 日・月・祝日休館）　　（３４）２２３２ 
問 申 

2010　夏季キャンプ 

　児童館では、健全な遊びをとおして、児童の健康を増進し、心を豊かにすることを目的にいろいろな活動をし

ています。今年も、夏休みの野外活動の一つとして、青少年育成四万十市民会議と合同で、一泊二日のキャンプ

を行います。 

 

目   　的　①親元から離れた場所での生活を送ることで、自立心や、社会性を養う。 

　　　　　②集団生活を送ることで、ルールの大切さを学び、仲間意識を高める。 

日　　時　７月29日（木）～30日（金） 

場　　所　伊才原公民館 

交　　通　公用バス（マイクロバス） 

　　　　　２台 30分程度 

対　　象　四万十市在住の小学校３年生～中学校３年生 

定　　員　35人程度 

　　　　　※申込者が多数の場合、抽選を行います。 

参 加 費　無料 

申込方法　６月14日（月）から、市立中央公民館・市立児童館に申込用紙を配置。 

　　　　　必要事項と保護者の押印をして、申込期間内に提出してください。 

　　　　　※１～３人までのグループ（１組）での申し込みができます。 

申込期間　６月14日（月）～26日（土） 

参加決定　７月５日ごろに参加決定通知書と、キャンプのしおりを郵送します。なお、参加決定者は、７月17日

　　　　　（土）10時から市立児童館遊戯室で、打ち合わせを予定しています。キャンプに参加が決まったお子

　　　　　さんは、出席してください。 
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募
　
集 

問 自衛隊四万十地域事務所　　　（３５）３０９６ 

お
知
ら
せ 

問 四国電力株式会社　津賀ダム管理事務所　　　　０８８０（２７）５３１４ 

　　　　　　　　　佐賀取水堰管理事務所　　　０８８０（２２）００６９ 

お
知
ら
せ 

問 
（本　　庁）保健介護課 長寿介護係　  　（３４）１１６５ 

（総合支所）保健課　　　　　　　　　　（５２）１１３２ 

 

第53回金婚夫婦祝福式典 
　
高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業

団
の
主
催
に
よ
る「
第
53
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」が
行
わ
れ
ま

す
。
一
組
で
も
多
く
の
ご
夫
婦
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 資
格
 

　
昭
和
35
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

し
て
い
る
県
在
住
の
ご
夫
婦
（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初
め

て
申
し
込
む
人
は
可
）。 

※
事
情
に
よ
り
婚
姻
届
け
出
が
遅
れ
た
人
は
左
記
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

　
高
知
新
聞
社
 �
０
８
８（
８
２
５
）４
３
２
８
 

 申
し
込
み
先
 

　
〒
7
8
0-

8
6
6
6
 （
住
所
不
要
） 

　
　（
株
）高
知
新
聞
企
業
　
事
業
部「
金
婚
式
」係
 

　
　
７
月
2
日（
金
）（
必
着
） 

 　
〒
7
8
7-

8
5
0
1
　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-

10
 

　
　
保
健
介
護
課
 
長
寿
介
護
係
 

　
　
6
月
30
日（
水
）（
必
着
） 

 　
〒
7
8
7-

1
6
0
3
 

　
　
四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0-

2
8
 

　
　
総
合
支
所
保
健
課
 

　
　
６
月
29
日（
火
）（
必
着
） 

 必
要
書
類
 

・
ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年
月

　
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
、
謄
本
で
も
可
）
 

・
便
せ
ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
・
住
所（
ふ
り
が
な
）・

　
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
結
婚
記

　
念
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

　
知
新
聞
紙
面
で
の
氏
名
・
市
名
の
紹
介
、運
営
上
の
管

　
理
お
よ
び
ご
本
人
へ
の
連
絡
の
用
途
に
限
り
利
用
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 式
典
日
時
 

　
９
月
１
日（
水
）14
時
開
始
 

 　
※
参
加
希
望
組
数
に
応
じ
て
式
典
を
10
時
開
始
と
14

　
　
時
開
始
の
２
回
に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り

　
　
ま
す
。
８
月
中
旬
ご
ろ
高
知
新
聞
社
よ
り
ハ
ガ
キ

　
　
で
案
内
が
あ
り
ま
す
。 

 会
　
　
場
 

　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
 

自衛官候補生 
〔男・女〕 

(任期制自衛官)

募集種目 試験会場 受験資格等 １次試験期日 受付期間 

一般曹候補生 
（非任期制自衛官） 

航空学生 
（パイロット養成） 

看護学生 
（看護師養成） 

男子：受付中 
女子：８月１日 
　  ～９月10日 

８月１日 
　～９月10日 

９月６日 
　～10月１日 

後日通知 
（９月および 
　　　　10月予定） 

男女共通 
９月18日（土） 

男女共通 
９月23日（木） 

男女共通 
10月23日（土） 

新高知駐屯地 
（香南市） 

四万十市 
防災センター 

高知地方協力本部 

学芸アカデミー 

平成23年４月１日現在 
18歳以上27歳未満 
（学歴制限なし） 
※任期満了時に特例退 
職手当あり 

平成23年４月１日現在 
18歳以上27歳未満 
（学歴制限なし） 

平成23年４月１日現在 
21歳未満 

平成23年４月１日現在 
24歳未満 

防衛省　平成22年度各種自衛官採用試験案内 

ダム・取水堰の放流にご注意を 

　
今
年
も
出
水
期
に
入
り
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
発

生
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

　
津
賀
ダ
ム（
古
味
野
々
ダ
ム
）お
よ
び
佐
賀
取
水
堰

（
家
地
川
え
ん
堤
）で
は
、こ
れ
ら
の
出
水
に
備
え
、設

備
の
点
検
・
整
備
を
行
い
、事
故
未
然
防
止
に
万
全
を

期
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ダ
ム
・
取
水
堰
か
ら
放
流
す
る
場
合
に
は
、下
流
の

皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
警
報
車
お
よ
び
防
災

無
線（
西
土
佐
地
域
）で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

放
送
な
ど
を
聞
い
た
時
は
、 

 

　
●
家
族（
特
に
子
ど
も
）で
川
の
方
へ
行
っ

　
　
て
い
る
人
は
い
な
い
か 

　
●
河
原
に
干
物
な
ど
お
い
て
い
な
い
か 

　
●
舟
は
安
全
な
場
所
に
つ
な
い
で
い
る
か 

 
　
な
ど
、今
一
度
確
認
を
行
っ
て
、水
に
よ
る

事
故
や
災
害
の
防
止
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、沈
下
橋
の
通
行
に
つ
い
て
は
、特
に

安
全
を
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
津
賀
ダ
ム
放
流
量
・
佐
賀
え
ん
堤
放
流
量
・

　
昭
和
測
水
所
水
位
の
情
報
は
、 

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

　
０
１
２
０（
２
７
）５
４
３
０
　
ま
で 
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お
知
ら
せ 

所在地及び問い合わせ先 
〒787-0013　右山336-2　��・FAX （34）6039

四万十学園のご案内 

市民のひろば 市民のひろば 

　
四
万
十
学
園
で
は
、
学
習
意
欲
を
持
ち

な
が
ら
、
在
籍
す
る
学
校
へ
の
登
校
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
小
学
生･

中
学
生
の
皆

さ
ん
に
、
学
習
の
場
や
心
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。 

　
運
営
は
高
知
県
や
西
部
市
町
村
（
四
万

十
市
な
ど
）
の
各
教
育
委
員
会
と
地
域
有

志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
支
援
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
習
時
間
割 

　
９
時
50
分
〜
10
時
　
　 

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

　
10
時
〜
12
時
　
　 

　
　
　
午
前
の
学
習 

　
12
時
〜
13
時
30
分
　
　 

　
食
事
、
自
由
時
間 

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
　 

午
後
の
学
習 

 

各
種
体
験
学
習 

　
名
所
旧
跡
な
ど
の
社
会
見
学
、ハ
イ
キ
ン
グ
、み
か
ん
狩
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、四
季
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
、職
場
体
験 

そ
の
他 

 

出
　
　
席 

　
四
万
十
学
園
の
出
席
日
は
、

在
籍
小
学
校
、
中
学
校
の
登
校

(

出
席)

日
数
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
。 

 

　
心
の
相
談
や
各
種
問
い
合
わ

せ
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。 

お知らせ お知らせ 
声 声 

中村駅 

● 
四国 
銀行 

● 
竹本 
病院 

● 
　　　　ホテルサンルート 

■四万十学園 

至宿毛 

至黒潮 

56

が
ん
ば
れ
！
オ
カ
ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
! !  

　
日
本
　
オ
ラ
ン
ダ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ 

が
ん
ば
れ
！
オ
カ
ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
! !  

　
日
本
　
オ
ラ
ン
ダ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ 

が
ん
ば
れ
！
オ
カ
ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
! !  

　
日
本
　
オ
ラ
ン
ダ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ 

VS
 
VS
 
VS
 

一
人
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
観
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
。 

み
ん
な
で
一
緒
に
応
援
し
た
い
。 

そ
ん
な
あ
な
た
の
希
望
を
か
な
え
ま
す
。 

　皆さんは「織り込み都々逸」を
ご存知ですか。都々逸は七・七・七・
五の四節二十六音を原則とする
短詩形文芸ですが、「織り込み」
とは四つの各節の初めの音を出
題者が指定することです。 
　数年前に偶然、NHKラジオ第1
の「文芸選評」（毎月第二土曜午
前十一時）を聴いてすっかりハ
マッている私です。「織り込み」
という制約に従いつつ、起承転
結にまとめることが絶好の頭の
体操になります。 
 
　【な・か・む・ら】 
　（な）夏の朝霧 
　　　（か）川沿いロード 
　　　　　（む）胸に吸い込み 
　　　　　　（ら）ランニング 
 
夏の朝霧川沿いロード 
　胸に吸い込みランニング 
 

森本謙三（田野川乙） 

主
　
催
　
四
万
十
川
エ
コ
グ
ル
ー
プ
２
０
０
９   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆ 
中
村
12
の
会 

日
　
時
　
６
月
19
日（
土
） 

　
　
　
　
20
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ（
19
時
開
場
） 

場
　
所
　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
２
Ｆ
ホ
ー
ル 

　 

前
売
り
　
２
０
０
円
（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
で
販
売
） 

　
　
※
前
売
り
券
持
参
者
の
み
入
場
可 

　
　
※
飲
食
物
持
込
不
可
、
場
内
禁
煙 

 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　
　 

大
西
　
� 

０
９
０
―
２
７
８
４
―
６
５
８
８ 

都々逸をはじめてみませんか 都々逸をはじめてみませんか 都々逸をはじめてみませんか 
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放
送
大
学 

放
送
大
学 

放
送
大
学 

10
月
生
募
集 

10
月
生
募
集 

10
月
生
募
集 

姚
剣 

は
じ
め
ま
し
て 

　平成22年度も中国から国際交流員

を招致しました。国際交流員は生涯学

習課主催の中国語講座の講師や、市内

の学校・各種団体に出向いて、市民の

異文化理解のための講演や交流活動

などを行っています。中国について興

味があり、学習したい団体には、国際

交流員を派遣することができます。詳

しくはお問い合わせください。 

国
際
交
流
員 

で
す 

　
放
送
大
学
で
は
、
22
年
度
第
２
学
期 

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉･

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学

ん
で
い
ま
す
。 

　 ● 

出
願
期
間
　
６
月
１
日
〜
８
月
31
日 

　
資
料
の
請
求
は
放
送
大
学
高
知
学
習
セ

ン
タ
ー
（
高
知
市
曙
町
２
｜
５
｜
１
高
知

大
学
内
）
ま
で
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http
://
w
w
w
.o
u
j.a
c
.jp
)

で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　 

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
�
��

０
８
８（
８
４
３
）４
８
６
４ 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８（
８
４
３
）４
８
１
３ 

こ
ん
に
ち
は
。私
は
２
０

１
０
年
度
の
国
際
交
流

員
の
姚
剣
と
申
し
ま
す
。
私
の
ふ
る
さ
と

は
中
国
の
安
徽
省
で
す
。
安
徽
省
は
中
国

の
中
部
地
方
に
あ
り
、
上
海
か
ら
高
速
列

車
で
三
時
間
ぐ
ら
い
の
所
に
あ
り
ま
す
、

人
口
は
６
千
７
百
万
人
ぐ
ら
い
で
、
お
茶

と
書
道
用
の
文
房
具
が
と
て
も
有
名
で
す
。

ま
た
、
安
徽
省
に
は
観
光
名
所
で
有
名
な

黄
山
も
あ
り
ま
す
。黄
山
は「
天
下
第
一
奇
山
」

と
観
光
地
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
も
、中
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
時

に
は
、ぜ
ひ
黄
山
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

前
に
、
私
は
安
徽

省
の
合
肥
市
に
あ

る
大
学
で
四
年
間
ほ
ど
日
本
語
を
教
え
て

い
ま
し
た
。
私
が
勤
務
し
て
い
た
大
学
に

は
、
上
司
や
同
僚
の
中
に
国
際
交
流
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私
も
い

つ
か
そ
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
常
々
思

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
、
中
国
で
は
日
本
の
ア
ニ
メ
、
車
、
電

化
製
品
が
良
く
売
れ
て
い
ま
す
。
日
本
料

理
の
店
も
北
京
や
上
海
な
ど
の
都
市
で
よ

く
見
か
け
ま
す
。そ
し
て
、私
が
勤
務
し
て

い
た
大
学
の
日
本
語
学
部
の
学
生
た
ち
が

み
ん
な
日
本
へ
留
学
に
行
き
た
い
と
か
、

日
系
企
業
に
入
り
た
い
と
か
、
日
本
の
こ

と
に
憧
れ
て
い
ま
す
。
私
も
日
本
語
を
教

え
る
以
外
に
、
日
本
の
文
化
、
歴
史
、
習
慣

な
ど
を
学
生
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
は
と
て
も
興
味
深
く

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

県
の
四
万
十
市
に

来
て
、中
国
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
こ
と
は
皆
さ

ん
は
大
体
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
知

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、今
度
、中
国
か

ら
来
た
国
際
交
流
員
の
私
と
一
緒
に
中
国

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
例
え
ば
、
今
、
中
国
で
日
本
人
の
誰
が

一
番
有
名
で
す
か
と
か
、
一
番
人
気
が
あ

る
番
組
は
ど
ん
な
内
容
で
す
か
と
か
、
若

者
た
ち
の
憧
れ
の
生
活
と
夢
は
何
で
す
か

と
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
や
中
国
の
文
化
や

歴
史
な
ど
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
私
の
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
、カ
ラ
オ
ケ
、旅

行
を
す
る
こ
と
で
す
。休
み
の
日
、足
摺
岬

と
か
平
野
サ
ー
フ
ィ
ン
ビ
ー
チ
と
か
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
旅
行
に
行
っ
て
、
日
本
の
良

さ
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

の
経
済
大
国
、

中
国
は
今
も
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
し
て
い
る
国
で
す
。お

互
い
の
国
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
と
て
も

有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。両
国
の
間

で
、
私
は
国
際
交
流
員
と
し
て
、
日
本
と
中

国
の
民
間
の
交
流
と
相
互
理
解
に
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。み
な

さ
ん
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

安並水車の里にて 

企画広報課
  　��（３４）１１２９ 

　　　　　  ＦＡＸ（３５）０００７ 
問 

あ
ん  

き  

し
ょ
う 

よ
う 

け
ん 

こ
う 

ざ
ん 

て
ん  

か  

だ
い 

い
ち  

き  

ざ
ん 

ご
う
　
ひ
　
　
し 

皆
さ
ん
、 

日
本
は
世
界 

今
回
、高
知 

日
本
に
来
る 

よ 

う
　  

け 

ん 
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市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 62

　
私
ど
も
の
育
っ
た
昭
和
の
初
め
は
、

日
本
中
が
貧
し
い
時
代
で
し
た
。 

　
衣
服
な
ど
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
は
ず

も
な
く
、
私
な
ど
姉
の
お
さ
が
り
の

簡
単
服
を
着
せ
ら
れ
た
こ
と
さ
え
あ

り
ま
し
た
。
涼
し
さ
は
抜
群
で
し
た

が
、幼
心
に
も
、こ
ん
な
不
便
な
衣
服

は
な
か
っ
た
と
思
い
出
し
ま
す
。
下

着
の
パ
ン
ツ
が
無
い
た
め
に
ど
ん
な

行
動
を
と
れ
ば
い
い
か
困
り
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
の
不
満
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

が
一
つ
し
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

学
校
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
、
男

の
子
の
服
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、

何
よ
り
も
ポ
ケ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
に
大
感
激
し
ま
し
た
。
子
ど

も
は
い
ろ
ん
な
宝
物
を
持
っ
て
い
ま

す
。
Ｂ
玉
、
パ
ン
コ
、小
石
、ビ
ン
の

欠
片
…
…
、
す
べ
て
夢
の
よ
う
な
持

ち
物
で
、
そ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ
ポ
ケ

ッ
ト
の
中
へ
分
け
て
収
納
で
き
る
の

が
、男
の
子
の
喜
び
だ
っ
た
の
で
す
。

女
の
子
の
服
に
ポ
ケ
ッ
ト
の
無
い
の

は
子
ど
も
の
夢
を
小
さ
く
限
定
し
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
ポ
ケ

ッ
ト
が
、
僅
か
に
一
つ
で
育
て
ら
れ

る
と
、
夢
を
た
く
さ
ん
持
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
な
ど
と
今

に
な
っ
て
思
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
現
代
で
は
男
児
女
児
の
区
別
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、服
装
の
み
な
ら
ず
、行

動
の
規
範
や
タ
ブ
ー
で
の
男
女
差
は

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
に
ポ

ケ
ッ
ト
の
効
用
を
考
え
て
い
る
服

が
あ
る
な
ら
ば
、
我
が
意
を
得
た
る

思
い
が
す
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
の
は
、

言
い
か
え
る
と
、
夢
を
い
れ
る
ポ
ケ

ッ
ト
の
数
に
男
女
の
差
を
付
け
な

い
で
子
育
て
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
、

男
を
女
に
（
女
を
男
に
）
す
る
こ
と

か
と
訊
か
れ
た
り
し
ま
す
。
と
ん
で

も
な
い
。
性
ま
で
も
転
換
せ
よ
と
は

誰
も
言
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。 

　
男
は
男
に
（
女
は
女
に
）
育
た
な

い
と
困
り
ま
す
。
で
も
、
昔
か
ら
間

違
っ
て
い
た
事
と
か
、
こ
れ
な
ら
区

別
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
事
柄
を
捜
し
出
そ
う
、
そ

れ
を
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
な
の
で
す
。 

　
私
の
よ
う
な
古
い
型
の
人
間
は
、

昔
の
基
準
で
物
事
を
見
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
幼
い
時
は
嫌
だ

っ
た
簡
単
服
を
、
今
だ
っ
た
ら
涼
し

く
て
快
適
だ
ろ
う
な
と
あ
こ
が
れ

ま
す
。
だ
れ
か
「
夏
は
男
も
ワ
ン
ピ

ー
ス
を
」
と
言
っ
て
く
れ
な
い
も
の

か
と
、
臆
病
な
服
装
革
命
を
夢
み
て

い
ま
す
。　
　
　 

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　 

山
本
　
衞 

お
誕
生

お
誕
生 

　
お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
う 
お
誕
生 

　
お
め
で
と
う 

眞
鍋
　
壮
一 

柳
花
　
彩
希 

大
西
　
結
愛 

二
宮
　
陽
音 

篠
田
　
想
太 

北
村
　
銀
志 

大
野
　
琴
未 

松
本
　
陽
向 

前
田
　
珀
翔 

山
本
　
心
海 

周
治
　
柾
希 

岩

　
諒
音 

浅
能
　
あ
み 

岡
田
　
望
遥 

高
倉
　
光
秀 

上
岡
　
桜
士
朗 

森
田
　
結
祢 

岡

　
悠
青 

芝

　
心
春 

山

　
春
花 

ま
さ
か
ず 

  

あ 

や 

ね 

  

ゆ 

う 

あ 

  

ひ 

な 

と 

  

そ 

う 

た 

  

ぎ 

ん 

じ 

  

こ 

と 

み 

  

ひ 

な 

た 

  

は 

く 

と 

  

こ 

こ 

み 

  

ま 

さ 

き 

  

り 

お 

ん 

   

み 

は 

る 

  

み
つ
ひ
で 

 

お
う  

し  

ろ
う 

  

ゆ 

う 

ね 

  

ゆ
う
せ
い 

  

こ 

は 

る 

  

は 

る 

か 

昌
志 

隆
広 

俊
司 

幸
生 

将
史 

学 誠
二 

翼 和
久 

啓
太 

正
崇 

孝
嗣 

幸
二 

和
久 

隆 博
明 

行
分 

壮
志 

利
之 

和 

（
平
成
22
・
４
・
６
〜
５
・
５
届
分
） 

（
平
成
22
・
４
・
６
〜
５
・
５
届
分
） 

ご
冥
福
を 

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
東
下
町 

中
村
上
小
姓
町 

中
村
上
小
姓
町 

中
村
丸
の
内 

中
村
一
条
通 

中
村
東
町 

中
村
新
町 

駅

前

町

 

駅

前

町

 

安

並

 

具

同

 

具

同

 

具

同

 

渡

川

 

具
同
田
黒 

森

沢

 

九

樹

 

山

路

 

山

路

 

間

崎

 

実

崎

 

初

崎

 

竹

島

 

鍋

島

 

鍋

島

 

鍋

島

 

下

田

 

下

田

 

蕨

岡

甲

 

鵜

ノ

江

 

大

用

 

西
土
佐
岩
間 

西
土
佐
橘 

西
土
佐
下
家
地 

西
土
佐
西
ケ
方 

西
土
佐
江
川
　 

西
土
佐
用
井 

西
土
佐
半
家 

102  91  70  97  92  93  77  73  94  67  100  78  53  64  86  97  80  91  94  75  89  73  91  101  93  

77  72  96  85  86  67  95  55  86  76  78  92  90
 

中
村
大
橋
通 

中
村
弥
生
町 

中
村
一
条
通 

中
村
東
町 

右

山

 

右
山
五
月
町 

不

破

 

中
村
丸
の
内 

安

並

 

佐

岡

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

具

同

 

具

同

 

渡

川

 

有

岡

 

竹

島

 

蕨

岡

乙

 

岩

田

 

西
土
佐
口
屋
内 

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希

望
を
聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広聴ファックス 

広聴メール 

０１２０－４５９７８７ 
フリーダイヤル し こ く ななはちなな 

み な さ ん の 声 を  
聴 か せ て く だ さ い  

　｢開かれた市政」を推進するために、
市民の皆さん一人ひとりが持ってい
る市政に対する意見、提言や要望、苦
情などをお聴かせください。　 

四万十市公式ホームページ 
上に設けています 

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /
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■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 
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水道に関する問い合わせは 
（本　　庁）水道課　�（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　�（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

豚座建設（株） 

(有）平野水道 

(株）四電工中村営業所  

溝渕設備 

森下住宅器機 

土居水道工事店 

中村水道工事センター 

(株）中村住設  

(有）大杉設備工業 

(有）福永工業 

６月 5日（土） 

6日（日） 

12日（土） 

13日（日） 

19日（土） 

20日（日） 

26日（土） 

27日（日） 

７月 3日（土） 

4日（日） 

�（３４）２１２６ 

�（３４）７１７７ 

�（３４）２１２６ 

�（３７）５２８１ 

�（３４）２１２６ 

�（３５）４１５１ 

日直指定水道業者 

６月 6日（日） 

 13日（日） 

20日（日） 

27日（日） 

７月 4日（日） 

11日（日） 

市民病院 

佐々木整形外科 

市民病院 

大野内科 

市民病院 

竹本病院 

当 直 医 

� (34）6031 

� (35）2316  

� (34）1331 

� (34）3734 

� (34）4855 

� (32）1095 

� (35）4323 

� (34）3621 

� (34）2324 

� (35）5996

～４月末日現在～ 

総人口　36,408（＋ 57） 
　男　　17,202（＋ 42） 
　女　　19,206（＋ 15） 
世帯数　16,239（＋ 87） 

転入 
転出 
出生 
死亡 

347人 
271人 
24人 
43人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

高知県統計課　　088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。

調査員が訪問した際にはご確認下さい。 

○ 家計調査（県主管） 

　 古津賀 …調査実施中 

　 佐　岡 …調査実施中 

○ 毎月勤労統計調査〔Ⅱ種〕（県主管） 

　 市中心部…実施中 

○ 家計消費状況調査（国主管）…実施中 

今月の統計調査 6月 

■
今
月
の
特
集
は
子
育
て
支
援
。

今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
前
田
さ
ん
、
山

さ
ん
、
そ

し
て
保
健
介
護
課
の
Ｙ
さ
ん
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
実
は
私
も
子
育
て
真
っ
た
だ
中
。

最
近
、一
歳
三
ヶ
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
と
二
人
で

買
い
物
に
出
掛
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
店
内
を
走
り
（
？
）
ま
わ
る
わ
が
子
。

大
抵
は
う
ん
ざ
り
し
な
が
ら
の
買
い
物
。そ

ん
な
時
、見
知
ら
ぬ
人
が
泣
く
わ
が
子
を
あ

や
し
て
く
れ
た
り
、「
か
わ
い
い
ね
」と
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。親
バ
カ
な
の
か
、

そ
の
一
言
に
大
満
足
の
私
は
一
日
中
笑
顔

で
す
。こ
れ
も
り
っ
ぱ
な
子
育
て
支
援
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。誰
で
も
実
践
で
き
る
子

育
て
支
援
。私
も
い
つ
の
日
か
実
践
し
ま
す
。 

（
Ｙ
・
Ｔ
） 

■
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、印

象
に
残
っ
た
の
が
赤
松
町
の
こ
ど
も
祭
り

で
す
。主
催
者
い
わ
く
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

で
購
入
し
た
鯉
の
ぼ
り
と
、子
ど
も
た
ち
が

紙
で
手
作
り
し
た
鯉
の
ぼ
り
が
並
ん
で
空

を
泳
い
で
い
た
光
景
が
強
く
目
に
焼
き
つ

い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
試
み
は
今
回
が

初
め
て
だ
そ
う
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
会
場
内
を
走
り
回
っ
て
遊
ぶ
姿
を
見
て
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
だ
と
（
主
催
者
で

は
な
い
で
す
が
）確
信
い
た
し
ま
し
た
。 

　
自
治
体
が
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
、も
ち
ろ
ん

大
切
な
こ
と
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
地
域
か
ら
の
自
発
的
な
催
し

物
が
も
っ
と
増
え
て
い
く
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
、今
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
続
く
将
来

に
向
け
て
、目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　 

（
誉
也
） 

広報四万十では皆さまからの投稿や情報を募集しています 
■ 投稿できるもの 
「ニュース」「話題」「自慢」「写真」「イベント・サークル紹介」「市政に対するご意見・ご提案」など 

注
意
事
項
 

注
意
事
項
 

・「広報掲載希望」と明記してください。 

・匿名希望の場合は、その旨を明記してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ペンネーム可） 

・文章は３００字程度以内としてください。 

・投稿していただく写真（デジタル可）などは、返却

　不要なものにしてください。 

・営利・政治・宗教活動、その他広報の公共性・公益

　性を損なうものは掲載できません。 

問い合わせ先 

投稿先 ●電子メール　kouhou@city.shimanto.lg.jp 
●郵送、持参　〒787-8501  四万十市中村大橋通4-10  四万十市役所企画広報課  広報公聴係 

企画広報課  広報公聴係　�（３４）１８１０ 
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